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し
い
た
け
と
３
・
11
福
島
原
発
事
故
が
森
林
の
恵
み
に
与
え
た
影
響

定
価
二
、七
五
〇
円（
税
込
）

新泉社

原
発
事
故
に
よ
る
広
範
囲
に
お
よ
ぶ
森
林
の
放
射
能
汚

染
は
、
農
林
業
の
あ
り
方
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
た

の
か
。
原
木
し
い
た
け
生
産
の
現
場
の
声
を
拾
い
、
不

可
視
化
さ
れ
た
深
刻
な
被
害
の
諸
相
を
明
ら
か
に
す
る
。

山
本
美
穂
編
／
早
尻
正
宏（
経
済
学
部
教
授
）
他
共
著

お
ぞ
ま
し
さ
と
戯
れ
る
少
女
た
ち定

価
三
、七
四
〇
円（
税
込
）

と
き
に
身
体
を
切
断
さ
れ
、
キ
メ
ラ
と
し
て
描
か
れ
も

す
る
少
女
表
象
に
潜
む
「
お
ぞ
ま
し
さ
」
に
焦
点
を
当
て
、

フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
美
学
の
視
点
か
ら
そ
の
芸
術
的
価
値
を

照
ら
し
出
す
。

青弓社

山
田
萌
果（
人
文
学
部
非
常
勤
講
師
／
文
学
研
究
科
博
士（
後
期
）課
程
修
了
）著

カ
ム
イ
の
フ
ク
ロ
ウ
シ
マ
フ
ク
ロ
ウ
を
追
う

定
価
三
、五
二
〇
円（
税
込
）

神
と
崇
め
ら
れ
た
フ
ク
ロ
ウ
。
北
海
道
で
絶
滅
の
危
機

に
瀕
し
た
シ
マ
フ
ク
ロ
ウ
の
保
護
の
歴
史
を
た
ど
り
な

が
ら
、
そ
の
成
果
と
問
題
点
を
紹
介
し
、
生
態
、
繁
殖
、

行
動
な
ど
を
野
外
調
査
か
ら
明
ら
か
に
す
る
。

東京大学出版会

早
矢
仕
有
子（
工
学
部
教
授
）著

高
橋
美
野
梨（
法
学
部
准
教
授
）
編

グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド〈
増
補
新
版
〉

│
│
人
文
社
会
科
学
か
ら
照
ら
す
極
北
の
島

定
価
三
、六
三
〇
円（
税
込
）

ト
ラ
ン
プ
が
執
拗
に
狙
う
グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド
と
は
？　

「
東
と
西
」、「
自
然
と
人
間
」
の
混
淆
す
る
極
北
の
島
を

多
角
的
に
描
い
た
画
期
的
論
集
に
、
デ
ン
マ
ー
ク
／
グ

リ
ー
ン
ラ
ン
ド
の
未
来
を
問
う
特
別
論
考
を
緊
急
増
補
！

藤原書店

河
﨑
秋
子（
経
済
学
部
平
成
13
年
度
卒
・
49
期
生
）
著

隣
の
畑
は
青
々
と

定
価
一
、九
八
〇
円（
税
込
）

嫉
妬
の
芽
と
頭
痛
の
種
が
蒔
く
ほ
ど
あ
る
、
十
勝
の
農

村
が
舞
台
の
人
生
い
ろ
い
ろ
人
間
ド
ラ
マ
。『
と
も
ぐ
い
』

で
直
木
賞
を
受
賞
、
元
酪
農
家
の
著
者
に
よ
る
「
農
業

×
家
族
×
生
き
方
」
小
説
。

U-NEXT

日
常
か
ら
学
ぶ
日
本
経
済
論

希
望
を
つ
く
る
経
済
政
策
入
門

定
価
三
、〇
八
〇
円（
税
込
）

経
済
政
策
を
公
共
政
策
と
捉
え
、
生
活
を
支
え
る
現
場

か
ら
世
界
と
つ
な
が
る
現
場
ま
で
視
野
を
広
げ
な
が
ら
、

政
策
形
成
の
背
景
や
立
案
・
遂
行
過
程
、
実
施
後
の
影
響

ま
で
を
詳
解
。
解
決
へ
の
希
望
を
つ
く
る
糸
口
を
示
す
。

法律文化社

岩
佐
和
幸
・
大
貝
健
二（
経
済
学
部
教
授
）
編
著

定
価
八
、五
〇
三
円（
税
込
）
Cambridge University Press

Critical Realism in
Applied Linguistics
ブシャー ジェレミ（人文学部教授）・
ツォッツマン・カリン 編著

本書は批判的リアリズムを
用い、応用言語学における
知識の妥当性や生成プロ
セスの前提を再考する。併
せて、学際的な社会科学と
しての同分野の発展可能
性を考察する。

フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
美
学
か
ら
読
む

日
本
現
代
美
術
の
少
女
表
象

　

経
営
学
部
で
は
、
ク
リ
プ
ト

ン
・
フ
ュ
ー
チ
ャ
ー
・
メ
デ
ィ
ア

株
式
会
社
代
表
取
締
役
の
伊
藤

博
之
氏
を
客
員
教
授
に
迎
え
た
。

伊
藤
氏
は
、「
初
音
ミ
ク
」
を
は

じ
め
と
す
る
コ
ン
テ
ン
ツ
ビ
ジ

ネ
ス
や
デ
ジ
タ
ル
産
業
の
発
展

を
牽
引
し
て
き
た
経
営
者
と
し

て
広
く
知
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、

知
的
財
産
（
Ｉ
Ｐ
）
を
活
用
し

た
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を
確
立
す

る
と
と
も
に
、
ク
リ
エ
イ
タ
ー

の
創
作
活
動
を
支
え
る
仕
組
み

を
築
き
、
国
内
外
の
コ
ン
テ
ン

ツ
産
業
の
発
展
に
大
き
く
貢
献

し
て
き
た
。

　

今
後
は
、
講
義
や
特
別
講
演

な
ど
を
通
じ
て
、
企
業
経
営
や

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
、
コ
ン
テ
ン

ツ
ビ
ジ
ネ
ス
に
関
す
る
実
践
的

な
知
見
を
学
生
に
提
供
す
る
こ

と
が
期
待
さ
れ
る
。
第
一
線
で

活
躍
す
る
経
営
者
か
ら
直
接
学

ぶ
こ
と
は
、
教
室
で
の
学
び
だ

け
で
は
得
ら
れ
な

い
実
践
的
な
視
点

や
発
想
に
触
れ
る

機
会
と
な
り
、
学

生
が
起
業
や
企
業

経
営
へ
の
理
解
を

深
め
る
貴
重
な
学

び
の
機
会
と
な

る
。

経
営
学
部
客
員
教
授
に
就
任

ク
リ
プ
ト
ン
・
フ
ュ
ー
チ
ャ
ー
・
メ
デ
ィ
ア
株
式
会
社

代
表
取
締
役

伊い

藤と
う

博ひ
ろ

之ゆ
き

氏

２
０
２
６
年
度
第
２
回

市
民
公
開
講
座（
告
知
）

　

伊
藤
博
之
客
員
教
授
を
講
師

に
迎
え
て
、
２
０
２
６
年
度
第

２
回
北
海
学
園
大
学
市
民
公
開

講
座
が
10
月
23
日
に
開
催
さ
れ

る
。『「
初
音
ミ
ク
」
に
み
る
地

域
企
業
の
役
割
と
課
題
』
と
題

し
て
、
初
音
ミ
ク
が
北
海
道
で

誕
生
し
た
経

緯
な
ど
に
つ

い
て
講
演
が

行
わ
れ
る
。
会

場
は
、
本
学

豊
平
キ
ャ
ン

パ
ス
７
号
館

３
階
Ｄ
30
教

室
を
予
定
。

　

申
し
込
み

の
詳
細
は
、

後
日
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
等
で

告
知
さ
れ
る
。

お
問
い
合
わ

せ
は
本
学
経

営
学
部
事
務

室
ま
で
。

森下学長（前列中央）ほか、
セミナー参加者の皆さま

多角的視点から
北方領土問題の理解深める

　

本
年
６
月
９
日
、
北
方
共
創
圏

研
究
セ
ン
タ
ー
は
国
際
会
議
場

に
お
い
て
国
際
研
究
セ
ミ
ナ
ー

を
開
催
し
ま
し
た
。
テ
ー
マ
は

「
海
と
国
境
―
北
方
領
土
問
題
お

よ
び
Ｊ
Ｄ
Ｚ
の
存
続
問
題
を
中

心
に
―
」
で
す
。
森
下
学
長
、
須

田
副
学
長
に
も
参
加
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

本
セ
ミ
ナ
ー
は
、
日
本
の
領
土

問
題
や
海
洋
戦
略
を
研
究
す
る

韓
国
の
研
究
者
グ
ル
ー
プ
か
ら
、

北
方
領
土
問
題
に
関
す
る
知
見

を
深
め
た
い
と
の
要
請
を
受
け
、

北
方
共
創
圏
研
究
セ
ン
タ
ー
が

企
画
し
た
も
の
で
す
。
共
催
と

し
て
韓
国
の
国
民
大
学

校
日
本
学
研
究
所
海
洋

戦
略
研
究
セ
ン
タ
ー
（
Ｋ

Ｊ
Ｍ
Ｃ
）
お
よ
び
東
北

ア
ジ
ア
歴
史
財
団
、
後

援
と
し
て
韓
国
研
究
財

団
、
北
海
道
国
際
交
流
・

協
力
総
合
セ
ン
タ
ー
（
Ｈ

Ｉ
Ｅ
Ｃ
Ｃ
）
の
協
力
を

得
て
実
施
し
ま
し
た
。

　

司
会
は
、
韓
国
の
研
究

者
と
の
交
流
を
長
年
続

け
て
こ
ら
れ
た
島
根
県

立
大
学
の
福
原
裕
二
教

授
に
お
願
い
し
ま
し
た
。

報
告
で
は
、
Ｈ
Ｉ
Ｅ
Ｃ
Ｃ
の
高

田
喜
博
研
究
員

よ
り
「
北
方
領

土
を
め
ぐ
る
日

ロ
交
渉
の
こ
れ

ま
で
」、
本
学
か

ら
は
私
が
「
北

方
領
土
水
域
を

め
ぐ
る
日
ロ
漁

業
関
係
」
に
つ

い
て
報
告
し
ま

し
た
。
ま
た
、

高
麗
大
学
の
金

承
賢
教
授
か
ら

は
「
日
本
の
北

方
領
土
政
策
の

変
化
―
広
報
・

教
育
政
策
を
事

例
と
し
て
―
」、

さ
ら
に
石
周
姫

氏
（
東
北
ア
ジ
ア
歴
史
財
団
）・

朴
昶
健
准
教
授
（
国
民
大
学
校
）

か
ら
は
「
日
本
の
海
洋
資
源
戦
略

と
日
韓
大
陸
棚
共
同
開
発
協
定
」

に
つ
い
て
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
報
告
に
対
し
、
韓

国
・
國
立
外
交
院
の
吳
承
熺
准

教
授
、
元
北
海
道
庁
北

方
領
土
対
策
局
長
の
中

島
竜
雄
氏
、
日
ロ
外
交

を
専
門
と
す
る
北
海
道

新
聞
社
編
集
委
員
の
渡

辺
玲
男
氏
か
ら
コ
メ
ン

ト
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
ロ
シ
ア
出
身

研
究
者
で
あ
る
北
海
道

大
学
の
マ
リ
ー
ナ
・
ロ

マ
ー
エ
ブ
ァ
特
任
助
教

に
も
ご
発
言
い
た
だ
き
、

北
方
領
土
問
題
の
現
状

を
確
認
す
る
と
と
も
に
、

日
韓
間
の
領
土
問
題
と

も
関
わ
る
日
韓
大
陸
棚
共
同
開

発
協
定
に
つ
い
て
理
解
を
深
め

る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

北
方
領
土
問
題
は
、
日
本
お
よ

び
北
海
道
に
と
っ
て
極
め
て
重

要
な
領
土
政
策
上
の
課
題
で
す
。

ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵

攻
以
降
、
日
ロ
関
係
は
急
速
に

悪
化
し
、
領
土
交
渉
の
先
行
き

は
不
透
明
さ
を
増
し
て
い
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
本

学
に
お
い
て
本
セ
ミ
ナ
ー
を
開

催
し
、
多
角
的
な
視
点
か
ら
議

論
を
深
め
る
機
会
を
持
て
た
こ

と
は
、
大
変
意
義
深
い
も
の
で

し
た
。
ま
た
、
本
学
に
お
け
る

国
際
学
術
交
流
の
深
化
に
資
す

る
と
と
も
に
、
北
方
地
域
を
め

ぐ
る
諸
課
題
を
考
え
る
上
で
有

意
義
な
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

私
た
ち
は
、
地
域
政
策
研
究
や

地
域
貢
献
研
究
の
成
果
を
Ｇ
Ｉ

Ｓ
に
よ
っ
て
「
見
え
る
化
」
し
、

住
民
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
よ
る

主
体
的
な
地
域
づ
く
り
を
伴
走

支
援
し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
人
材
育
成
の
面
で
は
、

道
内
の
産
業
界
や
自
治
体
と
協

働
し
、
本
学
生
向
け
の
「
ス
タ
ー

ト
ア
ッ
プ
講
座
」
を
開
講
す
る
な

ど
、
実
践
的
な
教
育
に
も
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
北

方
圏
を
は
じ
め
と
す
る
国
際
社

会
と
も
学
術
面
を
中
心
と
し
た

連
携
・
交
流
を
深
め
て
い
く
方

針
で
す
。

　
「
共
創
」
と
は
、
多
様
な
利
害

関
係
者
と
協
働
し
、
新
た
な
価

値
を
生
み
出
す
こ
と
を
意
味
し

ま
す
。
北
方
研
は
、
様
々

な
地
域
課
題
の
解
決
と

持
続
可
能
な
地
域
づ
く

り
を
共
に
創
り
上
げ
る

「
中
間
支
援
組
織
」
と
し

て
の
役
割
を
担
う
こ
と

を
目
指
し
ま
す
。
現
在
、

本
学
は
自
治
体
や
事
業

者
な
ど
と
の
間
で
約
20

の
協
定
や
研
究
契
約
を

締
結
し
て
い
ま
す
。
今

後
も
丁
寧
な
対
話
を
重

ね
て
地
域
の
真
の
ニ
ー

ズ
を
見
極
め
、
共
に
価

値
を
創
造
し
て
い
く
こ

と
が
重
要
で
あ
る
と
考

え
て
い
ま
す
。
総
合
大
学
と
し

て
の
強
み
を
最
大
限
に
発
揮
し
、

地
域
に
深
く
寄
り
添
っ
た
成
果

を
生
み
出
し
て
い
き
ま
す
。

　

２
０
２
６
年
４
月
、
旧
開
発

研
究
所
と
旧
地
域
連
携
推
進
機

構
を
統
合
し
、
新
た
に
「
北
方

共
創
圏
研
究
セ
ン
タ
ー
（
略
称
：

北
方
研
）」
を
設
立
し
ま
し
た
。

北
方
研
は
、
北
海
道
が
直
面
し
て

い
る
人
口
減
少
や
地
域
縮
小
を

は
じ
め
と
す
る
、
多
様
な
地
域
・

社
会
課
題
の
解
決
に
向
け
た
研

究
活
動
を
核
に
据
え
て

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

北
方
研
で
は
、（
１
）

Ｇ
Ｉ
Ｓ
（
地
理
情
報
シ

ス
テ
ム
）
地
域
プ
ラ
ッ

ト
フ
ォ
ー
ム
の
構
築
、

（
２
）
地
域
政
策
研
究
、

（
３
）
地
域
貢
献
研
究
、

（
４
）
産
学
官
人
材
育
成

の
４
つ
の
主
幹
事
業
を

展
開
し
ま
す
。

　

地
域
研
究
の
成
果
は
、

実
際
の
政
策
立
案
や
具

体
的
な
地
域
対
策
に
活

か
さ
れ
て
こ
そ
価
値
を

持
ち
ま
す
。
例
え
ば
、

地
域
の
情
報
を
地
図
上
で
一
元

的
に
可
視
化
で
き
る
Ｇ
Ｉ
Ｓ
を

活
用
す
れ
ば
、
地
域
の
実
態
や

課
題
を
誰
も
が
理
解
し
や
す
い

形
で
示
す
こ
と
が
可
能
で
す
。

北
方
共
創
圏
研
究
セ
ン
タ
ー
長

経
済
学
部
教
授上う

え

園ぞ
の

昌ま
さ

武た
け

開発研究所と地域連携推進機構を統合

地域の課題解決と、
持続可能な地域づくりを共創

北方共創圏研究センター 設立北方共創圏研究センター 設立北方共創圏研究センター 設立

国
際
研
究
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

韓
国
の
研
究
者
グ
ル
ー
プ
と
研
究
成
果
報
告

経
済
学
部
教
授  

濱は
ま

田だ

武た
け

士し

北
方
共
創
圏
研
究
セ
ン
タ
ー

研
究
成
果
を
地
域
で
活
か
す

中
間
支
援
組
織
と
し
て
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工学部生命工学科×RedBull Basement
　４月１７日、生命工学科２年生を対象に「Red Bull Basement 2026 アイデアセッション」
を実施しました。
　Red Bull Basement は、学生を対象とした国際的なビジネスアイデアコンテストであり、
2015 年の開始以来、世界 50 カ国以上で開催されています。
　今回は、本コンテストへの挑戦に向けた準備の一環として、学生たちがグループに分
かれ、ランダムに設定されたテーマを
出発点として、AI を活用した発想支援
ツールを用いながら、Red Bull の協力の
もとアイデア創出に挑戦しました。
　当日は活発な議論が交わされ、多彩
で興味深いアイデアが数多く提案され
ました。現在も一部の提案については
ブラッシュアップが進められており、今
後のさらなる発展と学生たちの活躍が
期待されます。 ワークショップの様子

教うるは学ぶの半ば

　

大
学
の
講
義
内
容
は
、
何
年
間

も
変
わ
ら
な
い
。
以
前
は
そ
う
し

た
批
判
的
な
声
を
よ
く
耳
に
し
た

も
の
だ
が
、
各
教
員
は
講
義
準
備

に
多
く
の
時
間
を
費
や
し
、
日
々

努
力
し
て
い
る
の
が
現
状
だ
。
今

回
は
、
私
が
担
当
し
て
い
る
多
国

籍
企
業
論
の
講
義
準
備
に
つ
い
て

お
話
し
し
た
い
。

　

私
が
大
学
教
員
と
し
て
採
用
さ

れ
る
こ
と
が
決
ま
っ
た
時
、
ど
の

よ
う
な
講
義
を
行
う
か
、
と
て
も

悩
ん
だ
。
そ
こ
で
恩
師
に
相
談
し

た
と
こ
ろ
、「
多
国
籍
企
業
の
話

だ
け
で
１
年
間
講
義
を
行
う
こ
と

は
難
し
い
で
す
よ
」
と
ご
返
答
く

だ
さ
っ
た
。
そ
こ
で
別
の
恩

師
が
つ
ね
に
口
に
さ
れ
て
い

た
「
学
説
を
大
切
に
し
な
さ

い
」
と
い
う
言
葉
を
思
い
出

し
、
多
国
籍
企
業
の
代
表
的

な
理
論
の
理
解
を
最
終
目
標

に
据
え
、
経
済
学
の
基
礎
か

ら
順
序
良
く
理
解
さ
せ
る
講

義
と
す
る
こ
と
に
決
め
た
。

　

と
こ
ろ
が
始
め
て
間
も
な

く
、
自
分
自
身
の
知
識
不

足
を
痛
感
さ
せ
ら
れ
た
。
こ

の
状
況
を
改
善
す
る
た
め
に
様
々

な
文
献
か
ら
多
く
の
知
識
を
得
る

こ
と
で
、
講
義
は
そ
れ
な
り
に
改

善
し
た
。
し
か
し
今
度
は
「
講
義

内
容
が
自
分
の
モ
ノ
に
な
っ
て
な

い
」
と
い
う
感
覚
に
悩
ま
さ
れ
た
。

こ
の
問
題
の
根
源
を
「
本
物
を
知

ら
な
い
こ
と
」
に
見
出
し
た
私
は
、

各
教
授
事
項
の
原
典
に
で
き
る
限

り
触
れ
る
こ
と
を
試
み
た
。
古
典

派
経
済
学
者
や
、
戦
前
の
日
本

人
経
営
学
者
が
著
し
た
初
版
本
な

ど
、
多
く
の
貴
重
本
と
学
内
外
で

向
き
合
っ
て
き
た
。
こ
の
取
り
組

み
は
、「
多
く
の
テ
キ
ス
ト

で
紹
介
さ
れ
て
い
る
有
名
な

学
説
が
、
一
般
的
に
認
識
さ

れ
て
い
る
文
脈
や
意
味
で
提

唱
さ
れ
た
も
の
で
は
必
ず
し

も
な
い
こ
と
」
を
知
る
良
い

機
会
と
な
っ
た
。

　

さ
ら
に
次
の
ス
テ
ッ
プ
と

し
て
、
話
題
に
取
り
上
げ

る
も
の
を
現
地
で
確
認
す
る

こ
と
も
始
め
た
。
た
と
え
ば

現
代
の
多
国
籍
企
業
の
一
原

型
と
さ
れ
る
蘭
東
イ
ン
ド
会
社
が

拠
点
を
置
い
た
街
・
ホ
ー
ル
ン
で

は
、
現
存
す
る
建
物
な
ど
か
ら
当

時
の
状
況
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で

き
た
。
ま
た
日
本
の
多
国
籍
企
業

の
起
源
と
さ
れ
る
「
在
華
紡
」
の

一
つ
で
あ
る
豊
田
紡
織
廠
の
当
時

の
建
物
を
今
な
お
残
す
上
海
豊
田

紡
織
廠
記
念
館
を
訪
問
し
、
対
中

展
開
に
至
っ
た
経
緯
や
豊
田
佐
吉

の
企
業
家
精
神
な
ど
に
つ
い
て
学

ば
せ
て
頂
い
た
。

　

現
地
を
訪
問
す
る
こ
と
で
、
豊

田
紡
織
廠
が
蘇
州
河
に
沿
っ
て
立

地
し
て
い
た
こ
と
や
、
前
述
の
蘭

東
イ
ン
ド
会
社
の
社
屋
周
辺
に
は

運
河
が
張
り
巡
ら
さ
れ
て
い
た
こ

と
を
初
め
て
知
っ
た
。
こ
の
よ
う

に
実
際
に
足
を
運
ぶ
こ
と
で
、
な

ぜ
各
企
業
が
そ
れ
ぞ
れ
の
地
に
拠

点
を
置
い
た
の
か
、
そ
の
理
由
を

理
解
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
現
地

を
訪
れ
な
け
れ
ば
、
そ
う
し
た
こ

と
に
意
識
を
向
け
る
こ
と
も
無

か
っ
た
だ
ろ
う
。

　

道
半
ば
で
あ
る
が
、
こ
れ
ま
で

の
取
り
組
み
を
振
り
返
り
、
私
の

心
に
浮
か
ぶ
の
は
「
百
聞
は
一
見

に
如
か
ず
」
と
「
教
う
る
は
学
ぶ

の
半
ば
」
と
い
う
言
葉
で
あ
る
。

こ
れ
か
ら
も
、
よ
り
良
い
講
義
づ

く
り
の
た
め
に
、
向
上
心
を
持
っ

て
努
力
し
続
け
た
い
。

経済学部教授

越
えち

後
ご

修
おさむ

上海豊田紡織廠記念館長と筆者（右）

　

京
都
駅
か
ら
バ
ス
で
約
１
時

間
。
周
囲
を
北
山
杉
に
囲
ま
れ

た
清
閑
な
地
に
高
山
寺
が
あ
る
。

高
山
寺
は
鎌
倉
時
代
の
明
恵
上

人
を
中
興
の
祖
と
す
る
古
刹
で

あ
る
。
奇
跡
的
な
こ
と
に
１
万

点
以
上
の
典
籍
文
書
が
現
存
し

て
お
り
、
有
名
な
『
鳥
獣
人
物

戯
画
』（
国
宝
）
を
所
有
す
る
寺

と
し
て
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。

　

大
学
院
生
時
代

に
聖

し
ょ
う

教ぎ
ょ
うの
出
し
入

れ
、
撮
影
の
補
助
、

調
査
道
具
な
ど
を

お
寺
に
運
び
入
れ

る
若
手
の
労
働
力

と
し
て
、
指
導
教
員
か
ら
の
誘

い
で
参
加
す
る
こ
と
と
な
っ
た

の
は
、
私
に
と
っ
て
は
幸
運
な

こ
と
で
あ
っ
た
。
以
来
、
約
40

年
ほ
ぼ
欠
か
さ
ず
調
査
に
参
加

し
て
い
る
。

　

以
前
は
、
お
寺
に
宿
泊

さ
せ
て
い
た
だ
き
な
が
ら

の
調
査
で
、
合
宿
の
よ
う

な
雰
囲
気
が
あ
っ
た
。
調

査
期
間
中
は
７
時
起
床
、

午
前
は
資
料
の
出
し
入
れ

や
文
献
撮
影
、
調
書
作
成

な
ど
の
調
査
団
と
し
て
の

作
業
に
従
事
し
、
午
後
も

引
き
続
き
作
業
を
し
て
、

夕
食
、
入
浴
の
の
ち
８
時

か
ら
、「
高
山
寺
大
学
」
と

称
し
て
、
団
員
が
任
意
で

自
分
の
研
究
テ
ー
マ
を
発

表
し
て
、
忌
憚
の
な
い
質
問
や

意
見
交
換
を
し
て
い
た
。
そ
の

後
は
、
各
自
、
自
分
の
関
心
に

応
じ
て
夜
遅
く
（
時
に
は
徹
夜
）

ま
で
原
本
と
格
闘
し
た
り
、
議

論
が
続
く
こ
と
も
あ
り
、
一
般

的
な
文
献
調
査
と
は
比
較
に
な

ら
な
い
ほ
ど
効
率
が
良
か
っ
た

（
そ
の
代
わ
り
肉
体
的
疲
労
は
尋

常
で
は
な
い
が
）。

　

参
加
当
初
は
駆
け
出
し
の
大

学
院
生
、
後
に
本
学
に
就
職
し

て
も
、
調
査
団
の
メ
ン
バ
ー

は
日
本
語
学
、
仏
教
学
、
日

本
史
学
等
の
そ
う
そ
う
た
る

大
家
揃
い
だ
っ
た
の
で
、
自

分
の
発
表
の
時
に
は
大
変
緊

張
し
た
。
そ
れ
で
も
、
先
生

方
に
は
優
し
く
、
し
か
も
的

確
な
意
見
や
質
問
を
し
て
い

た
だ
き
、
そ
の
後
の
学
会
発

表
や
論
文
に
大
い
に
参
考
に

な
っ
た
。
高
山
寺
調
査
の
メ

リ
ッ
ト
は
、
研
究
対
象
の
原

本
が
、
そ
の
場
で
確
認
出
来

る
こ
と
で
、
理
論
と
実
践
の

場
と
し
て
か
け
が
え
の
な
い
も

の
だ
っ
た
。
ま
さ
に
、
究
極
の

大
学
に
ふ
さ
わ
し
い
場
所
が
高

山
寺
で
あ
っ
た
と
言
え
る
。

　

い
ま
、
こ
の
よ
う
な
①
現
地

で
②
分
野
の
異
な
る
複
数
の
メ

ン
バ
ー
が
③
長
期
間
④
泊
ま
り

込
み
で
⑤
一
次
資
料
を
使
っ
て
、

研
究
で
き
る
環
境
は
な
く
な
り

つ
つ
あ
る
。
私
に
と
っ
て
の
高

山
寺
大
学
が
理
想
的
な
環
境
で

あ
っ
た
こ
と
を
今
更
な
が
ら
実

感
し
て
い
る
。

　

世
間
は
何
か
と
結
果
・
結
論

の
み
に
い
ち
早
く
到
着
す
る
よ

う
な
「
生
き
急
ぎ
」
に
憑
か
れ

て
い
る
よ
う
に
思
え
る
。
私
の

よ
う
な
、
い
つ
ま
で
も
結
末
の

見
え
な
い
樹
海
を
さ
ま
よ
っ
て

い
る
自
分
の
研
究
環
境
と
一
体

ど
ち
ら
が
い
い
の
か
、
結
論
は

出
せ
な
い
ま
ま
で
あ
る
。

「高山寺大学」での研究

人
文
学
部
教
授

徳と
く

永な
が

良よ
し

次つ
ぐ

明恵ゆかりの座禅石にて
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本
学
で
は
、
急
速
に
進
展

す
る
デ
ジ
タ
ル
変
革
（
Ｄ
Ｘ
）

に
対
応
し
、
最
先
端
の
教
育
・

研
究
環
境
を
構
築
す
る
た
め
、

従
来
の
工
学
部
を
発
展
的
に

再
編
し
「
情
報
科
学
部
（
仮

称
）」
の
設
置
を
計
画
し
て
い

ま
す
。
新
学
部
が
目
指
す
の

は
、
単
な
る
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン

グ
や
Ａ
Ｉ
の
活
用
に
留
ま
ら

ず
、
ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア
の
知
識

や
生
命
科
学
の
知
見
を
併
せ

持
ち
、
そ
れ
ら
を
融
合
し
て

社
会
や
産
業
の
課
題
解
決
に

つ
な
げ
ら
れ
る
『
圧
倒
的
な

希
少
価
値
を
持
つ
Ｄ
Ｘ
人
材
』

の
育
成
で
す
。

　

今
回
の
再
編
に
お
け
る
最

大
の
主
眼
は
「
学
科
間
の
縦

割
り
の
壁
」
の
打
破
に
あ
り

ま
す
。
教
員
の
ク
ロ
ス
オ
ー

バ
ー
指
導
や
合
同
授
業
を
積

極
的
に
導
入
し
、「
情
報
」
を

共
通
基
盤
と
し
た
分
野
横
断

的
な
教
育
・
研
究
構
造
へ
の

転
換
を
図
り
ま
す
。
こ
れ
に

よ
り
、
学
生
の
適
性
や
興
味

に
応
じ
、
専
門
性
を
深
め
る

学
び
に
も
、
知
識
の
幅
を
広

げ
る
学
び
に
も
柔
軟
に
対
応

で
き
る
環
境
を
整
え
ま
す
。

　

新
学
部
は
２
つ
の
学
科
が

両
輪
と
な
り
ま
す
。「
情
報
エ

レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
学
科
（
仮

称
）」
で
は
、
道
内
で
始
動
し

た
次
世
代
半
導
体
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
視
野
に
、
理
論
と
実

装
力
を
兼
ね
備
え
た
『
半
導

体
・
電
子
シ
ス
テ
ム
エ
ン
ジ

ニ
ア
』
を
育
成
。
一
方
、「
知

能
情
報
コ
ー
ス
（
仮
称
）」
と

「
生
命
科
学
コ
ー
ス
（
仮
称
）」

の
２
コ
ー
ス
を
擁
す
る
「
情

報
科
学
科
（
仮
称
）」
で
は
、

文
系
出
身
者
の
感
性
も
活
か

し
つ
つ
論
理
的
思
考
力
と

デ
ー
タ
解
析
ス
キ
ル
を
融
合

さ
せ
、
地
元
企
業
や
自
治
体

と
連
携
し
な
が
ら
北
海
道
の

最
前
線
で
価
値
を
創
出
す
る

『
社
会
実
装
型
エ
ン
ジ
ニ
ア
』

を
育
成
し
ま
す
。

※
な
お
、
設
置
構
想
中
の
内

容
で
あ
り
、
計
画
に
変
更
が

生
じ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

本
研
究
で
は
、
フ
ラ
ン
ス
の

批
評
家
モ
ー
リ
ス
・
ブ
ラ
ン
シ
ョ

（
一
九
〇
七
―
二
〇
〇
四
）
と
、

同
時
代
の
同
じ
く
フ
ラ
ン
ス
の

哲
学
者
ジ
ャ
ン
＝
ポ
ー
ル
・
サ
ル

ト
ル
（
一
九
〇
五
―
一
〇
八
〇
）

の
政
治
・
社
会
思
想
を
「
疎
外
」

と
い
う
観
点
か
ら
比
較
し
ま
し

た
。
こ
れ
は
私
が
長
ら
く
研
究
・

翻
訳
に
携
わ
っ
て
き
た
ブ
ラ
ン

シ
ョ
を
新
た
な
視
点
か
ら
読
み

直
す
作
業
で
あ
る
と
同
時
に
、

近
年
再
評
価
が
進
ん
で
い
る
「
疎

外
論
」
の
二
〇
世
紀
フ
ラ
ン
ス

に
お
け
る
知
ら
れ
ざ
る
展
開
に

光
を
当
て
る
と
い
う
思
想
史
的

な
作
業
に
も
な
っ
た
と
考
え
ま

す
。

　

西
欧
に
お
け
る
疎
外
論
の
流

行
は
、
マ
ル
ク
ス
の
『
経
済
学
・

哲
学
草
稿
』（
一
八
四
四
年
草
稿
）

の
発
見
と
出
版
（
一
九
三
二
年
）

に
端
を
発
し
ま
す
が
、
本
研
究

で
扱
っ
た
第
二
次
世
界
大
戦
後

の
フ
ラ
ン
ス
の
文
脈
で
は
、
ハ

ン
ガ
リ
ー
出
身
の
マ
ル
ク
ス
主

義
者
ジ
ェ
ル
ジ
・
ル
カ
ー
チ
の

『
若
き
ヘ
ー
ゲ
ル
』（
一
九
四
八

年
）
が
重
要
な
役
割
を
果
た
し

ま
し
た
。
ル
カ
ー
チ
は
こ
の
著

作
で
、
ヘ
ー
ゲ
ル
に
お
い
て
は

「
疎
外
」
が
「
対
象
化
」
と
同
一

視
さ
れ
て
い
る
―
―
何
ら
か
の

対
象
へ
関
わ
る
精
神
の
働
き
に

は
、
自
己
を
自
己
の
外
へ
置
く

と
い
う
外
化
の
働
き
＝
疎
外
が

必
ず
伴
っ
て
い
る
―
―
の
に
対

し
、
マ
ル
ク
ス
が
疎
外
を
人
間

精
神
の
一
般
的
な
働
き
で
あ
る

対
象
化
か
ら
区
別
し
、
資
本
主

義
社
会
に
特
有
の
現
象
を
指
し

示
す
概
念
と
し
て
用
い
た
こ
と

を
高
く
評
価
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
に
反
論
し
た
の
が
フ
ラ

ン
ス
の
ヘ
ー
ゲ
ル
研
究
者
ジ
ャ

ン
・
イ
ポ
リ
ッ
ト
で
、
彼
に
よ

れ
ば
、
マ
ル
ク
ス
は
疎
外
を
将

来
的
に
克
服
可
能
な
一
時
的
な

害
悪
の
よ
う
に
み
な
す
こ
と
で
、

む
し
ろ
ヘ
ー
ゲ
ル
の
疎
外
概
念

の
豊
か
な
広
が
り
を
不
当
に
狭

め
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。

　

ブ
ラ
ン
シ
ョ
と
サ
ル
ト
ル
は
、

両
者
と
も
、
一
九
五
〇
年
代
末

か
ら
一
九
六
〇
年
代
に
か
け
て

書
か
れ
た
政
治
・
社
会
思
想
的

な
テ
ク
ス
ト
―
―
中
心
と
な
る

の
は
サ
ル
ト
ル
の
『
弁
証
法
的

理
性
批
判
』（
一
九
六
〇
年
）
と

ブ
ラ
ン
シ
ョ
の
『
終
わ
り
な
き
対

話
』（
一
九
六
九
年
）
で
す
―
―

に
お
い
て
、
基
本
的
に
イ
ポ
リ
ッ

ト
の
見
解
の
延
長
線
上
で
、
つ

ま
り
当
時
流
行
し
て
い
た
マ
ル

ク
ス
の
疎
外
論
で
は
な
く
、
そ

れ
以
前
の
ヘ
ー
ゲ
ル
に
お
け
る

疎
外
概
念
に
遡
り
、
そ
れ
を
自

身
の
議
論
に
活
か
し
て
い
ま
す
。

　

と
は
い
え
、
両
者
と
も
ヘ
ー

ゲ
ル
に
完
全
に
同
意
し
て
い
る

わ
け
で
は
な
く
、
ま
た
大
き
な

方
向
性
を
共
有
し
つ
つ
も
、
ブ

ラ
ン
シ
ョ
と
サ
ル
ト
ル
の
間
に

も
無
視
で
き
な
い
思
想
的
対
立

が
あ
り
ま
す
。
た
と
え
ば
、
サ

ル
ト
ル
は
人
間
の
行
為
と
物
質

と
の
交
渉
か
ら
生
じ
る
原
初
的

な
疎
外
を
「
実
践
的
＝
惰
性
態
」

と
名
づ
け
ま
し
た
が
―
―
こ
れ

は
イ
ポ
リ
ッ
ト
に
よ
る
マ
ル
ク

ス
批
判
を
容
れ
て
、
疎
外
現
象
を

マ
ル
ク
ス
よ
り
も
広
く
捉
え
た

も
の
と
み
な
せ
ま
す
―
―
、
彼

は
こ
れ
を
乗
り
越
え
る
べ
き
状

態
と
し
て
否
定
的
に
捉
え
た
の

に
対
し
、
ブ
ラ
ン
シ
ョ
は
こ
の

「
反
弁
証
法
的
」
な
契
機
に
よ
り

積
極
的
な
意
義
を
見
出
し
て
い

ま
す
。

　

実
の
と
こ
ろ
、
疎
外
論
と
二
〇

世
紀
フ
ラ
ン
ス
思
想
の
関
係
で

は
、
哲
学
者
ル
イ
・
ア
ル
チ
ュ

セ
ー
ル
に
よ
る
マ
ル
ク
ス
疎
外

論
批
判
の
方
が
よ
く
知
ら
れ
て

い
る
の
で
す
が
、
そ
れ
に
わ
ず

か
に
先
立
つ
時
期
に
、「
疎
外
論

批
判
」
で
は
な
く
、
マ
ル
ク
ス

か
ら
離
れ
た
「
も
う
一
つ
の
疎

外
論
」
の
展
開
が
フ
ラ
ン
ス
に

あ
っ
た
と
い
う
事
実
に
、
多
少

と
も
光
を
当
て
る
こ
と
が
で
き

た
の
で
あ
れ
ば
幸
い
で
す
。

　

本
研
究
の
成
果
は
『
北
海
学

園
大
学
学
園
論
集
』
に
発
表
さ

れ
る
予
定
で
す
。

宮
城
県
生
ま
れ
。
早
稲
田
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
博
士
後
期
課
程
単
位
取
得
退
学
、
ジ
ュ

ネ
ー
ヴ
大
学
（
ス
イ
ス
）
Ｄ
Ｅ
Ａ
課
程
修
了
、ボ
ル
ド
ー
大
学
（
フ
ラ
ン
ス
）
博
士
課
程
中
退
。

早
稲
田
大
学
文
学
部
助
手
、
同
文
学
部
・
文
化
構
想
学
部
非
常
勤
講
師
を
経
て
、
２
０
１
９

年
よ
り
北
海
学
園
大
学
法
学
部
准
教
授
、２
０
２
５
年
か
ら
現
職
。
専
門
は
フ
ラ
ン
ス
文
学
。

二
〇
世
紀
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
「
疎
外
」
を
め
ぐ
る
思
想
史

政治的観点からの
サルトルとブランショの比較研究

北海学園学術研究助成事業報告38

研究
課題 サルトルとブランショの比較研究

北海学園学術研究助成事業報告38

法学部教授  門
もん

間
ま

広
ひろ

明
あき

工学部の発展的再編
「情報科学部（仮称）」設置を構想中
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人的ネットワークの広がりと
多くの成果を得た研修期間

　

令
和
７
年
４
月
か
ら
令
和

８
年
３
月
ま
で
の
１
年
間
、

北
海
道
大
学
教
育
学
部
発
達

心
理
学
研
究
室
（
加
藤
弘
通

教
授
）
で
国
内
研
修
に
従
事

す
る
機
会
を
頂
き
ま
し
た
。

当
初
の
想
定
以
上
に
多
く
の

成
果
を
得
ら
れ
た
、
大
変
実

り
あ
る
期
間
と
な
り
ま
し
た
。

　

４
月
冒
頭
か
ら
、
研
究
室

で
毎
週
開
催
さ
れ
て
い
る
大

学
院
生
の
ゼ
ミ
に
参
加
さ
せ

て
頂
き
ま
し
た
。
社
会
科
学

系
の
大
学
院
進
学
者
が
減
少

の
一
途
を
辿
る
中
、
お
世
話

に
な
っ
た
研
究
室
に
は
最
近

で
は
例
を
見
な
い
多
く
の
大

学
院
生
が
所
属
し
て
い
ま
し

た
。
次
世
代
を
担
う
若
手
研

究
者
と
の
毎
週
の
議
論
は
と

て
も
刺
激
的
な
も
の
で
し
た
。

１
年
間
で
多
く
の
博
士
号
、
修

士
号
取
得
者
誕
生
の
瞬
間
に

立
ち
会
う
こ
と
が
で
き
た
の

は
普
段
で
は
な
か
な
か
経
験

で
き
な
い
こ
と
で
あ
り
、
そ

の
よ
う
な
尊
い
場
面
に
立
ち

会
う
こ
と
が
で
き
た
こ
と
は

幸
甚
で
し
た
。

こ
の
よ
う
に

人
的
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
が
広

が
っ
た
こ
と

は
今
回
の
国

内
研
修
の
大

き
な
成
果
と

言
え
ま
す
。

　

一
方
、
人

的
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
拡

大
は
国
内
に

と
ど
ま
ら
ず
、

海
外
に
も
広

が
る
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。
こ
の
期
間
、
新

た
に
生
成
Ａ
Ｉ
に
関
連
す
る

研
究
テ
ー
マ
を
模
索
し
て
い

た
の
で
す
が
、
ご
縁
が
あ
り

生
成
Ａ
Ｉ
へ
の
心
理
的
依
存

を
テ
ー
マ
と
す
る
カ
タ
ー
ル

のHam
ad Bin K

halifa 
U
niversity

のR
aian 

A
li

教

授
、Sam

eha 
A
lShakhsi

研
究
員
、
イ

ギ
リ
ス
のBournem

outh 
U
niversity

のA
la 

Yankouskaya

上
級
講
師

と
共
同
研
究
に
着
手
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
生
成
Ａ

Ｉ
の
手
助
け
を
受
け
な
が
ら

生
成
Ａ
Ｉ
に
関
す
る
研
究
に

取
り
組
む
と
い
う
シ
ュ
ー
ル

な
機
会
と
な
り
ま
し
た
が
、

こ
の
研
究
は
既
に
当
初
の
予

定
以
上
に
進
行
し
て
お
り
、

論
文
と
し
て
投
稿
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
生

成
Ａ
Ｉ
へ
の
心
理
的
依
存
に

つ
い
て
世
界
複
数
の
国
で
の

比
較
検
討
を
行
う
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
も
現
在
進
行
中
で
あ
り
、

日
本
を
代
表
し
て
参
加
す
る

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ

う
し
た
流
れ
に
乗
る
こ
と
が

で
き
た
の
も
、
研
究
に
専
念

す
る
こ
と
が
で
き
た
今
回
の

研
修
機
会
が
あ
っ
た
か
ら
に

他
な
り
ま
せ
ん
。
こ
の
他
に

も
、
い
く
つ
か
の
研
究
テ
ー

マ
で
新
た
な
種
を
蒔
く
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
今
年
度
に

入
り
、
そ
の
種
が
芽
吹
こ
う

と
し
て
い
る
最
中
で
す
。

　

海
外
研
修
だ
か
ら
こ
そ
得

ら
れ
る
経
験
や
気
づ
き
も
あ

る
か
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、

国
内
研
修
が
そ
れ
に
劣
る
と

い
っ
た
こ
と
は
全
く
あ
り
ま

せ
ん
。
ぜ
ひ
多
く
の
先
生
方

に
こ
の
機
会
を
ご
活
用
頂
き
、

糧
に
し
て
く
だ
さ
る
こ
と
を

願
っ
て
い
ま
す
。
末
筆
に
な

り
ま
す
が
、
研
修
に
送
り
出

し
て
く
だ
さ
っ
た
学
内
の
関

係
者
の
皆
さ
ま
に
心
よ
り
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

（専門：臨床心理学）
経営学部教授 田

た

中
なか

勝
まさ

則
のり

国内研修報告国内研修報告国内研修報告国内研修報告

　

７
月
11
日
（
土
）、
２
０
２
６
年
度

第
１
回
北
海
学
園
大
学
市
民
公
開
講
座

『
ク
ラ
フ
ト
ビ
ー
ル
の
魅
力
を
探
る
―

経
営
学
と
生
命
科
学
の
視
点
か
ら
―
』

が
経
営
学
部
主
催
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
本
企
画
は
、
今
回
登
壇
い
た
だ
い

た
合
同
会
社
ト
ラ
ン
ス
ブ
リ
ュ
ー
イ
ン

グ
（
豊
平
区
平
岸
２
条
）
岡
本
拓
也
社

長
と
経
営
学
部
中
村
暁
子
ゼ
ミ
・
工
学

部
生
命
工
学
科
新
沼
協
ゼ
ミ
の
学
生
を

中
心
と
し
た
共
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
そ

し
て
経
営
学
部
伊
藤
友
章
ゼ
ミ
に
お
け

る
一
連
の
地
域
課
題
解
決
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
、
と
り
わ
け
沼
田
町
ク
ラ
フ
ト
ビ
ー

ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
も
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。

　

第
１
講
演
で
は
「
経
営
学
と
「
ク
ラ

フ
ト
」
―
社
会
構
成
主
義
の
視
点
か
ら

―
」
と
題
し
、
経
営

学
部
近
藤
弘
毅
教
授

よ
り
ク
ラ
フ
ト
ビ
ー

ル
の
魅
力
を
支
え
る

ク
ラ
フ
ト
概
念
に
つ

い
て
、
歴
史
的
変
遷

と
近
年
の
ジ
ョ
ブ
ク

ラ
フ
テ
ィ
ン
グ
に
見

ら
れ
る
そ
の
一
般
化
、

ク
ラ
フ
ト
型
企
業
の

経
営
の
特
徴
が
説
明

さ
れ
ま
し
た
。

　

第
２
講
演
で
は「
ク

ラ
フ
ト
ブ
ル
ワ
リ
ー

の
創
業
と
経
営
の
実

際
―
先
例
の
な
い
新

し
い
業
界
に
挑
戦
す
る
に
あ
た
っ
て

―
」
と
題
し
、
岡
本
氏
よ
り
創
業
と
経

営
に
関
す
る
実
際
に
つ
い
て
お
話
し
い

た
だ
き
ま
し
た
。
異
業
種
か
ら
の
参

入
と
そ
の
き
っ
か
け
、
ご
自
身
の
ラ
イ

フ
ヒ
ス
ト
リ
ー
含
む
こ
れ
ま
で
の
歴
史

と
、
会
社
立
ち
上
げ
の
経
緯
、
ビ
ー
ル

造
り
の
プ
ロ
セ
ス
な
ど
の
実
務
的
な
お

話
や
、
自
社
製
品
の
開
発
秘
話
や
将
来

的
な
戦
略
や
経
営
方
針
な
ど
に
つ
い

て
、
経
営
者
視
点
で
詳
細
な
説
明
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

10
分
間
の
休
憩
後
、
イ
ン
タ
ー
ミ
ッ

シ
ョ
ン
と
し
て
中
村
先
生
よ
り
、
岡
本

氏
と
新
沼
先
生
と
の
共
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
経
緯
か
ら
今
回
の
講
座
全
体
の
企

画
が
生
ま
れ
た
背
景
に
つ
い
て
紹
介
が

あ
り
ま
し
た
。
加
え
て
、
本
学
に
お
け

る
産
学
連
携
・
文
理
融
合
の
教
育
実
践

に
つ
い
て
、
組
織
論
的
視
点
か
ら
意
義

が
説
明
さ
れ
ま
し
た
。

　

第
３
講
演
で
は
「
テ
ロ
ワ
ー
ル
の
創

出
を
目
指
し
た
酵
母
の
選
抜
―
自
然
か

ら
見
つ
け
、
選
び
、
価
値
に
つ
な
げ
る

―
」
と
題
し
、
新
沼
先
生
よ
り
話
が
あ

り
ま
し
た
。
醸
造
に
お
け
る
酵
母
の
役

割
、
そ
し
て
新
沼
ゼ
ミ
が
研
究
と
し
て

取
り
組
ん
で
い
る
自
然
環
境
か
ら
酵
母

を
採
取
し
、
そ
の
中
か
ら
醸
造
に
適
し

た
株
を
見
つ
け
出
す
「
選
抜
」
過
程
の

説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
新
沼
ゼ

ミ
の
学
生
と
ト
ラ
ン
ス
ブ
リ
ュ
ー
イ
ン

グ
様
と
の
共
同
開
発
に
よ
っ
て
、
大
き

な
教
育
効
果
が
得
ら
れ
た
こ
と
も
報
告

さ
れ
ま
し
た
。

　

第
４
講
演
で
は
「
ク
ラ
フ
ト
ビ
ー
ル

と
地
域
と
の
繋
が
り
―
企
業
と
大
学

と
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
通
じ
て
―
」
と

題
し
、
伊
藤
先
生
よ
り
話
が
あ
り
ま

し
た
。
本
学
に
お
け
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
・
ベ
ー
ス
ト
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
（
Ｐ
Ｂ

Ｌ
）
の
意
義
に
つ
い
て
の
説
明
が
あ

り
、
石
狩
沼
田
ブ
ル
ワ
リ
ー
様
と
伊

藤
ゼ
ミ
と
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
成
果

が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
紹
介
さ
れ

た
各
取
り
組
み
が
大
学
・
学
生
・
企
業

に
「w

in-w
in-w
in

」
の
関
係
を
築

き
、
知
識
の
応
用
と
実
践
的
な
省
察
を

促
す
理
想
的
な
学
習
モ
デ
ル
と
し
て

評
価
し
う
る
こ
と
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

そ
う
し
た
取
り
組
み
の
中
心
と
な
っ

た
ク
ラ
フ
ト
ビ
ー
ル
を
、
地
域
の
魅
力

を
伝
え
、
人
と
人
を
結
び
つ
け
る
「
共

創
」
の
ツ
ー
ル
と
し
て
捉
え
る
視
点
が

提
示
さ
れ
ま
し
た
。

トランスブリューイング 岡本拓也社長による講演

近藤弘毅教授による講演

インターミッション 中村暁子准教授による説明

新沼協准教授による講演

伊藤友章教授による講演

クラフトビールの魅力を探る
―経営学と生命科学の視点から―

2026年度 第 1回市民公開講座

　最近、札幌でも個性豊かなクラフトビールを目にする機会が増えてきました。特にクラフトビー
ルのもつ個性は、経営者のこだわりや、ブルワーの職人技、そして企業の立地する地域の魅力に
よって形作られるという意味で、大手とは違った経営を目指すことができると考えられます。本
講座では、経営学部と工学部生命工学科が文理融合的視点でクラフトビールの魅力に迫りました。

　

買
物
困
難
者
と
は
、
食
料
品

等
の
日
常
の
買
物
が
困
難
な

状
況
に
置
か
れ
て
い
る
人
々

の
こ
と
で
あ
る
。
本
来
、
流
通

活
動
は
生
産
と
消
費
の
間
に

存
在
す
る
懸
隔
を
架
け
橋
す

る
役
割
を

持
つ
が
、

こ
う
し
た

流
通
機
能

の
弱
体
化

に
よ
り
、

商
品
へ
の

ア
ク
セ
ス

が
十
分
に
整
備
さ
れ
て
い
な

い
地
域
が
発
生
し
て
い
る
。
例

え
ば
、
山
間
部
を
含
む
地
方

は
、
消
費
者
の
近
隣
に
店
舗
が

構
え
ら
れ
る
こ
と
が
少
な
く
、

店
舗
へ
の
ア
ク
セ
ス
に
も
車

が
必
要
と
な
り
、
日
常
的
な

買
物
は
難
し
い
状
況
に
あ
る
。

都
市
部
に
お
い
て
も
、
大
型
店

へ
の
買
物
場
所
の
集
約
と
既

存
商
店
街
の
衰
退
、
コ
ン
ビ
ニ

エ
ン
ス
・
ス
ト
ア
を
は
じ
め
と

す
る
近
隣
店
舗
の
価
格
帯
と

所
得
水
準
の
不
一
致
等
に
よ

る
買
物
困
難
者
が
発
生
し
て

い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
現
状
を
踏
ま

え
、
公
共
部
門
は
買
物
弱
者
問

題
の
解
決
を
実
現
す
る
事
業

者
を
該
当
地
域
へ
と
誘
致
す

る
動
き
を
進
め
て
い
る
。
経
済

産
業
省
の
「
買
物
弱
者
支
援
事

業
者
事
例
集
」
に
お
い
て
は
、

移
動
販
売
者
や
送
迎
バ
ス
の

運
行
、
買
物
代
行
サ
ー
ビ
ス

の
導
入
が
紹
介
さ
れ
て
お
り
、

先
端
事
例
を
通
じ
た
自
治
体

と
民
間
流
通
企
業
の
連
携
を

試
み
て
い
る
。

　

買
物
困
難
者
問
題
を
解
決

す
る
た
め
に
は
、
事
業
継
続
性

が
重
要
な
課
題
と
な
る
。
と

い
う
の
も
、
地
方
部
で
事
業

を
担
う
人
材
の
不
足
、
利
用

者
数
が
限
ら
れ
る
こ
と
に
よ

る
取
引
量
の
経
済
の
制
限
が
、

民
間
企
業
に
と
っ
て
障
壁
と

な
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
障
壁

を
取
り
除
き
、
事
業
継
続
性
を

確
保
す
る
た
め
に
は
、
政
府
・

自
治
体
・
民
間
企
業
が
協
働

し
問
題
解
決
に
取
り
組
ま
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
例
え
ば
、

北
海
道
内
で
は
、
道
北
ア
ー
ク

ス
に
よ
る
ダ
＊
マ
ル
シ
ェ
の

出
店
が
好
例
と
な
ろ
う
。
同
店

は
、
通
常
で
あ
れ
ば
利
益
を
上

げ
に
く
い
規
模
で
あ
る
人
口

約
３
、０
０
０
人
の
沼
田
町
へ

と
出
店
し
て
い
る
。
出
店
に
際

し
、
沼
田
町
・
商
工
会
・
農
協

が
整
備
す
る
商
業
施
設
へ
居

抜
き
出
店
し
、
店
舗
開
設
コ
ス

ト
を
削
減
し
て
い
る
。
ま
た
、

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
・
ス
ト
ア
の

物
流
を
参
考
に
、
店
舗
で
必
要

な
作
業
を
削
減
・
簡
略
化
し
、

店
舗
運
営
の
効
率
化
も
実
現

し
て
い
る
。
こ
う
し
た
事
例
を

踏
ま
え
る
と
、
地
域
に
存
在
す

る
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
、
産
官
連

携
の
も
と
、
業
態
を
跨
る
学
習

を
通
じ
た
問
題
解
決
が
今
後

一
層
求
め
ら
れ
る
と
い
え
る
。

買
物
困
難
者
問
題
と
流
通

経
営
学
部
講
師

福ふ
く

地ち

駿
し
ゅ
ん

乃の

介す
け

　

６
月
24
日
、
工
学
部
３
号
館

生
命
系
学
生
実
験
室
１
に
お
い

て
、
学
内
関
係
教
職
員
、
学
生

が
参
加
し
て
、
生
命
工
学
科
の

研
究
・
教
育
に
供
さ
れ
た
実
験

生
物
に
対
す
る
感
謝
と
追
悼
の

意
を
表
す
会
が
行
わ
れ
た
。
森

下
学
長
の
感
謝
の
言
葉
が
読
み

上
げ
ら
れ
た
あ
と
、
参
加
者
に

よ
る
黙
祷
が
捧
げ
ら
れ
、
研
究
・

教
育
の
発
展
が
動
植
物
の
犠
牲

の
上
に
成
り
立
っ
て
い
る
こ
と

を
再
認
識
し
、
改
め
て
研
究
・
教

育
に
従
事
す
る
こ
と
を
誓
っ
た
。実験生物に黙祷を捧げた

実
験
生
物
に
感
謝
す
る
日 作家の河﨑秋子氏

　

経
済
学
部
は
７
月
25
日
、
Ｄ

20
番
教
室
に
お
い
て
、
卒
業
生

で
作
家
の
河
﨑
秋
子
氏
を
講
師

に
迎
え
て
公
開
講
演

会
を
行
っ
た
。

　

河
﨑
氏
は
本
学
を

卒
業
後
、
ニ
ュ
ー

ジ
ー
ラ
ン
ド
で
綿
羊

飼
育
を
学
ん
だ
。
帰

国
後
は
別
海
に
あ
る

実
家
の
牧
場
で
羊
飼

い
を
し
な
が
ら
執
筆

活
動
を
行
い
、『
颶
風

の
王
』
で
２
０
１
４

年
三
浦
綾
子
文
学
賞

と
２
０
１
６
年
Ｊ

Ｒ
Ａ
馬
事
文
化
賞
、

２
０
２
４
年
に
は『
と

も
ぐ
い
』
が
直
木
賞
な
ど
、
多

数
の
文
学
賞
を
受
賞
し
て
い
る
。

　

は
じ
め
に
、
直
木
賞
・
芥
川

賞
の
選
考
か
ら
受
賞
ま
で
の
シ

ス
テ
ム
に
つ
い
て
紹
介
。
自
身

が
受
賞
し
た
際
の
や
り
取
り
や
、

書
籍
発
行
時
期
を
ノ
ミ
ネ
ー
ト

に
影
響
し
得
る
た
め
調
整
す
る

な
ど
、
出
版
現
場
の
仕
組
み
に

つ
い
て
も
話
し
た
。

　

後
半
で
は
、
執
筆
の
際
に
舞

台
と
な
る
地
域
に
関
す
る
取
材

の
一
部
と
し
て
、
現
存
し
な
い

鉄
道
・
道
路
な
ど
を
調
べ
直
す

作
業
が
語
ら
れ
た
。
フ
ィ
ク
シ
ョ

ン
は
自
由
で
あ
る
た
め
極
端
な

表
現
も
可
能
で
あ
る
も
の
の
、
当

時
を
生
き
た
人
た
ち
に
誠
実
に

向
き
合
い
描
く
と
い
う
自
身
の

ス
タ
ン
ス
に
つ
い
て
も
述
べ
た
。

経
済
学
部
公
開
講
演
会

講
師
に
作
家
・
河
﨑
秋
子
氏

（
経
済
学
部
Ｏ
Ｇ
）

北海道の産業と流通、人々の生活
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ビストロ ELSKA

大
お お

髙
た か

修
しゅう

氏
法学部政治学科

2006 年度卒・41 期生

エルスカのお料理

フォトゥイユの店内の様子

ビストロ ELSKA
札幌市中央区南3条西6丁目3-1
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フォトゥイユ
Instagram
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大
学
卒
業
後
、
東
京
の
証
券
会
社
の
営
業

を
し
て
い
た
大
髙
さ
ん
。
当
時
は
企
業
買
収

な
ど
が
盛
ん
な
日
本
経
済
の
構
造
改
革
期
。

し
か
し
、
大
髙
さ
ん
は
そ
こ
に
自
分
の
将
来

を
見
出
せ
ず
、
４
年
ほ
ど
務
め
た
あ
と
自
分

で
飲
食
店
を
始
め
る
こ
と
を
決
め
た
と
い
う
。

恵
比
寿
や
渋
谷
の
フ
レ
ン
チ
レ
ス
ト
ラ
ン
で

腕
を
磨
き
、
２
０
１
５
年
に
札
幌
で
Ｅ
Ｌ
Ｓ

Ｋ
Ａ
（
エ
ル
ス
カ
）
を
オ
ー
プ
ン
し
た
。

　

Ｅ
Ｌ
Ｓ
Ｋ
Ａ
は
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
語
で
「
愛
」

を
意
味
す
る
。
そ
の
名
の
通
り
、
お
客
さ
ん

と
の
関
係
性
の
良
さ
は
魅
力
の
ひ
と
つ
だ
。

ソ
ム
リ
エ
で
も
あ
る
大
髙
さ
ん
が
選
ぶ
ワ
イ

ン
と
、
お
酒
に
合
う
フ
レ
ン
チ
料
理
が
味
わ

え
る
。
店
の
庭
で
盛
大
に
燻
製
さ
れ
た
自
家

製
の
ベ
ー
コ
ン
は
、
オ
ー
プ
ン
か
ら
変
わ
ら

ぬ
人
気
。
自

身
の
サ
ブ
カ

ル
チ
ャ
ー
好

き
が
高
じ

て
、
短
歌
の

会
や
ジ
ャ
ズ

ラ
イ
ブ
も
行

わ
れ
る
。
シ

ア
タ
ー
キ
ノ

で
映
画
を
楽

し
ん
だ
あ
と

に
寄
る
に
も
ち
ょ
う
ど
い
い
立
地
だ
。

　

メ
ー
カ
ー
ズ
デ
ィ
ナ
ー
を
行
っ
た
こ
と
が

思
い
出
深
い
と
語
る
。
フ
ラ
ン
ス
の
著
名
な

ワ
イ
ン
生
産
者
が
訪
れ
、
常
連
な
ど
招
待
客

に
楽
し
く
料
理
を
振
る
舞
っ
た
。
ホ
テ
ル
な

ど
を
会
場
に
す
る
こ
と
が
多
い
イ
ベ
ン

ト
と
し
て
は
異
例
だ
っ
た
と
言
え
る
。

　

２
年
前
に
開
店
し
た
姉
妹
店
「
フ
ォ

ト
ゥ
イ
ユ
」（
中
央
区
南
１
東
２
―
３

―
２
マ
ツ
ヒ
ロ
ビ
ル
地
下
１
階
）
は
、

多
彩
な
ワ
イ
ン
を
１
杯
か
ら
で
も
楽

し
め
る
イ
タ
リ
ア
ン
リ
ス
ト
ラ
ン
テ
・

バ
ー
。
落
ち
着
い
た
空
間
で
ゆ
っ
た
り

と
し
た
時
間
を
過
ご
し
て
み
て
は
。

久
く

保
ぼ

田
た

信
まこと

氏
経済学部経済学科
1986 年度卒・34 期生

具だくさんの「チキンと野菜」

公式サイト

スープカレーgopのアナグラ
札幌市西区山の手3条6丁目1-17
TEL　　　011-612-6208
営業時間　11：30～21：30
　　　　　11：30～20：30（日・祝）
　　　　　※ 売り切れ次第終了
定休日　　水、木曜日

　

熱
狂
的
な
人
気
を
誇
っ
た
ス
ー
プ
カ
レ
ー

の
名
店
「
ス
リ
ラ
ン
カ
狂
我
国
」
で
店
長
を

し
て
い
た
久
保
田
さ
ん
が
、
系
列
店
の
店
長

を
務
め
た
あ
と
開
業
し
た
の
が
ｇ
ｏ
ｐ
（
ゴ
ッ

プ
）
の
ア
ナ
グ
ラ
だ
。
ｇ
ｏ
ｐ
は
タ
イ
語
で

「
蛙
」。
本
名
よ
り
も
ニ
ッ
ク
ネ
ー
ム
で
呼
び

合
う
文
化
の
タ
イ
で
は
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
な
名
前

で
、
久
保
田
さ
ん
の
タ
イ
で
の
あ
だ
名
だ
。

　

中
学
時
代
か
ら
バ
ン
ド
を
始
め
、
今
で
も

続
け
て
い
る
。
大
学
で
は
カ
ン
ト
リ
ー
＆
ウ

エ
ス
タ
ン
研
究
会
で
の
サ
ー
ク
ル
活
動
が
生

活
の
軸
の
ひ
と
つ
だ
っ
た
と
い
う
。
卒
業
後

は
小
樽
の
北
一
硝
子
に
就
職
。
バ
ブ
ル
期
を

迎
え
大
変
な
忙
し
さ
の
中
、
９
年
ほ
ど
勤
務

し
た
。
退
職
後
は
札
幌
の
硝
子
工
場
で
職
人

を
目
指
し
た
が
、
体
調
を
崩
し
て
断
念
。
バ

ン
ド
活
動
を

続
け
な
が
ら

働
け
る
印
刷

会
社
へ
転
職

し
た
。
そ
の

後
、
バ
ン
ド

の
練
習
前
に

毎
週
食
べ
て

い
た
ス
リ
ラ

ン
カ
狂
我
国

の
マ
ス
タ
ー

か
ら
誘
わ
れ
、
突
如
ス
ー
プ
カ
レ
ー
の
世
界

に
飛
び
込
む
。
明
確
な
決
ま
り
の
な
い
レ
シ

ピ
に
難
儀
し
た
が
、
火
加
減
や
温
度
な
ど
一

か
ら
勉
強
し
直
し
、
自
ら
の
糧
と
し
た
。

　

昔
な
が
ら
の
ス
パ
イ
ス
ス
ー
プ
カ
レ
ー
の

た
め
マ
ニ
ア
ッ
ク
な
常
連
が
多
い
と
語

る
が
、
出
汁
を
し
っ
か
り
取
っ
た
現
代

の
ス
ー
プ
カ
レ
ー
に
慣
れ
て
い
る
人
に

こ
そ
味
わ
っ
て
も
ら
い
た
い
。
辛
く
す

る
ほ
ど
コ
ク
が
増
し
、
し
び
れ
る
辛
さ

と
は
無
縁
な
の
が
ｇ
ｏ
ｐ
流
。
あ
と
か

ら
辛
く
し
て
も
ら
う
こ
と
も
可
能
な
の

で
、
ぜ
ひ
自
ら
の
舌
で
ス
パ
イ
ス
の
奥

深
さ
を
体
験
し
て
ほ
し
い
。

北海道産酒BAR かま田

鎌
か ま

田
だ

孝
たかし

氏
経済学部経営学科
1983 年度卒・16 期生

人気メニューの「浦臼産エゾシカ炙り」

北海道産酒BAR かま田
札幌市中央区南4条西4丁目14-2
　　　　　　　MYプラザビル8F
TEL　　　011-233-2321
営業時間　17：00～24：00
定休日　　不定休（基本は日曜日）

　

酒
蔵
・
北
の
誉
勤
務
の
母
と
、
サ
ッ
ポ
ロ

ビ
ー
ル
勤
務
の
父
の
も
と
に
生
ま
れ
た
鎌
田

さ
ん
。
双
子
の
弟
も
本
学
園
卒
で
、
泡
盛
啓

蒙
家
と
し
て
『
風
雲
児
』
を
経
営
し
て
い
る
。

北
海
道
初
の
国
酒
フ
リ
ー
ソ
ム
リ
エ
と
し
て
、

５
０
０
以
上
の
講
演
会
や
イ
ベ
ン
ト
を
行
い
、

国
酒
の
啓
蒙
活
動
に
従
事
し
た
。
２
０
１
１

年
に
店
を
オ
ー
プ
ン
。
翌
年
、
第
３
回
世
界

き
き
酒
師
コ
ン
ク
ー
ル
に
お
い
て
、
日
本
酒

部
門
と
焼
酎
部
門
で
ダ
ブ
ル
準
優
勝
を
獲
得

し
た
。
日
本
酒
と
焼
酎
、
い
ず
れ
か
を
専
門

と
す
る
人
が
多
い
中
で
異
彩
を
放
ち
、「
国
酒

世
界
一
」
に
相
当
す
る
評
価
を
得
た
。

　

店
の
特
徴
は
な
ん
と
言
っ
て
も
、
日
本
酒
、

焼
酎
、
ワ
イ
ン
、
ウ
イ
ス
キ
ー
、
ビ
ー
ル
な

ど
の
酒
の
す
べ
て
が
北
海
道
産
で
あ
る
こ
と

だ
。
そ
の
数

３
０
０
種
類
以

上
。
観
光
客
は

も
ち
ろ
ん
、
道

民
に
と
っ
て
も

豊
富
な
道
産
酒

と
の
出
会
い

の
場
と
な
る
。

フ
ー
ド
の
メ

ニ
ュ
ー
も
道
産

食
材
に
こ
だ
わ
り
充
実
し
て
い
る
。

　
「
大
地
の
恵
み
を
理
解
し
て
こ
そ
」
と
の
考

え
か
ら
、
酒
蔵
や
農
家
に
も
積
極
的
に
足
を

運
び
情
報
収
集
を
す
る
鎌
田
さ
ん
。
季
節
の

移
ろ
い
の
中
で
の
葛
藤
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

苦
労
を
抱
え
た
生
産
者
の
背
景
を
学
び
な
が

ら
酒
の
価
値
を
伝
え
て
い
く
。
そ
の
よ

う
な
関
係
性
か
ら
培
っ
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
や
実
績
を
存
分
に
活
か
し
、
民
間
や

行
政
と
も
連
携
し
て
道
産
酒
の
販
路
拡

大
に
尽
力
し
て
い
る
。

　

学
生
の
Ｂ
Ａ
Ｒ
デ
ビ
ュ
ー
は
か
ま
田

で
、
か
っ
こ
い
い
大
人
の
飲
み
方
を
聞

き
な
が
ら
道
産
酒
を
い
た
だ
こ
う
。
つ

い
飲
ま
さ
っ
て
し
ま
う
か
も
。

アップルパイ（左）とヨーグルト

Fヨーグルトの外観

Fヨーグルト（お菓子のほんだ）

本
ほ ん

田
だ

啓
け い

輔
す け

氏
経済学部経営学科
2001 年度卒・34 期生

Fヨーグルト
深川市音江町字音江777
TEL　　　0164-26-3200
営業時間　10：00～17：00
定休日　　水、木曜日

Fヨーグルト
公式サイト

お菓子のほんだ
公式サイト

　

小
さ
い
頃
か
ら
ア
ウ
ト
ド
ア
活
動
が
好
き

だ
っ
た
本
田
さ
ん
は
、
大
学
時
代
に
ワ
ン
ダ
ー

フ
ォ
ー
ゲ
ル
部
に
所
属
し
た
。
３
年
生
の
と

き
に
は
単
身
で
カ
ナ
ダ
と
ア
メ
リ
カ
へ
、
カ

ヌ
ー
を
楽
し
む
旅
に
出
た
。
そ
こ
で
感
じ
た

「
自
己
責
任
が
あ
る
中
で
の
自
由
」
が
性
に
合

い
、
今
の
自
分
の
指
針
に
も
な
っ
て
い
る
と

い
う
。
海
外
で
出
会
う
人
の
ほ
と
ん
ど
が
優

し
く
、
現
地
に
足
を
運
ぶ
こ
と
で
そ
の
地
の

見
え
方
が
変
わ
る
な
ど
、
新
鮮
な
経
験
を
何

度
も
し
た
。
検
索
で
得
る
知
識
で
は
な
い
リ

ア
ル
な
体
験
の
大
切
さ
を
学
ん
だ
。

　

大
学
卒
業
後
は
福
島
や
東
京
の
菓
子
店
で

製
造
を
学
び
、
砂
川
の
実
家
の
「
お
菓
子
の

ほ
ん
だ
」
を
継
い
だ
。
焼
き
た
て
ア
ッ
プ
ル

パ
イ
や
、
ホ
ワ
イ
ト
チ
ョ
コ
ク
リ
ー
ム
と
り

ん
ご
を
挟
ん

だ
サ
ブ
レ
が

人
気
の
老
舗

菓
子
店
だ
。

　

ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
で
食

べ
た
ギ
リ

シ
ャ
ヨ
ー
グ

ル
ト
の
お
い

し
さ
が
強
く

印
象
に
残
っ

た
こ
と
か
ら
ヨ
ー
グ
ル
ト
の
製
造
に
踏
み
切

り
、
Ｆ
（
エ
フ
）
ヨ
ー
グ
ル
ト
を
開
業
し
た
。

「
毎
日
食
べ
て
も
ら
え
る
ヨ
ー
グ
ル
ト
」
を
想

定
し
、
デ
ザ
ー
ト
と
し
て
は
も
ち
ろ
ん
料
理

に
も
使
え
る
よ
う
に
、
酸
味
・
甘
み
の
バ
ラ

ン
ス
を
淡
白
に
し
た
の
が
特
徴
だ
。
店

は
カ
フ
ェ
も
併
設
し
て
い
る
が
、
ホ
テ

ル
や
レ
ス
ト
ラ
ン
で
も
多
数
利
用
さ
れ

て
い
る
た
め
、
知
ら
ず
に
口
に
し
て
い

る
人
も
い
る
か
も
し
れ
な
い
。

　

地
域
に
密
着
し
た
菓
子
店
を
続
け
な

が
ら
、
こ
の
地
域
を
ど
う
次
の
世
代
に

手
渡
す
か
考
え
る
の
も
役
割
の
ひ
と
つ

だ
と
語
る
本
田
さ
ん
。
挑
戦
は
続
く
。

卒業生のおいしいお店を紹介します！卒業生のおいしいお店を紹介します！
本学の卒業生は、今年度 10万人を超える見込みです。国内外様々な分野で活躍する卒業生のうち、今回は飲食店や食品店を
経営する卒業生にスポットを当てました。ぜひお店に足を運んでみてはいかがでしょうか！

特　集
卒業生のお店
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本
学
で
活
躍
す
る
専
任
教
員
の

研
究
を
、
そ
の
人
と
な
り
と
と

も
に
紹
介
す
る
「
研
究
室
を
訪

ね
て
」。
第
二
十
四
回
は
、「
地

球
科
学
」
な
ど
の
講
義
を
担
当

す
る
工
学
部
の
青
木
か
お
り
教

授
の
登
場
で
す
。

ー
ー
ま
ず
は
、
先
生
が
授
業
を
担

当
さ
れ
て
い
る
地
球
科
学
に
つ

い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

青
木

地
球
科
学
と
い
う
の
は

非
常
に
幅
広
い
学
問
で
す
が
、

一
般
教
養
科
目
と
し
て
、
前
半

は
地
震
の
解
説
で
お
な
じ
み
の

プ
レ
ー
ト
テ
ク
ニ
ク
ス
と
地
球

の
内
部
か
ら
表
面
く
ら
い
ま
で

の
岩
圏
（
が
ん
け
ん
）、
そ
し
て

後
半
で
は
大
気
圏
に
つ
い
て
の

基
本
を
教
え
て
い
ま
す
。

ー
ー
先
生
は
い
つ
頃
か
ら
研
究
者

を
目
指
さ
れ
た
の
で
す
か
？

青
木

私
は
元
々
は
教
員
志
望

で
、
東
京
都
立
大
学
で
は
高
校

の
理
科
・
地
理
歴
史
科
や
中
学

の
社
会
科
の
免
許
を
取
っ
て
い

ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
当
時
は
教

員
の
採
用
試
験
が
な
く
、
指
導

教
官
に
薦
め
ら
れ
て
北
海
道
大

学
の
大
学
院
に
進
ん
だ
ん
で
す
。

　

大
学
院
で
は
、
現
在
の
海
底
の

地
層
か
ら
古
い
時
代
の
海
洋
環

境
を
研
究
す
る
古
海
洋
学
の
研

究
室
に
入
り
ま
し
た
。
太
平
洋

で
の
調
査
航
海
に
参
加
し
て
海

底
堆
積
物
採
取
に
携
わ
り
、
堆

積
学
や
古
生
物
学
、
海
洋
学
を

専
門
と
す
る
研
究
者
か
ら
様
々

な
こ
と
を
教
わ
り
ま
し
た
。

ー
ー
ど
れ
く
ら
い
の
期
間
、
航
海

に
出
る
も
の
な
ん
で
す
か
。

　

た
い
て
い
10
日
間
く
ら
い
で

す
が
、
研
究
者
に
な
っ
て
８
年

後
く
ら
い
の
頃
に
チ
ャ
ン
ス
に

恵
ま
れ
て
ド
イ
ツ
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
で
約
２
か
月
も
の
調
査
を

し
ま
し
た
。
苫
小
牧
か
ら
出
て

カ
ム
チ
ャ
ツ
カ
、
千
島
列
島
を

北
上
し
て
ベ
ー
リ
ン
グ
海
、
ア

ラ
ス
カ
湾
の
沖
か
ら
南
下
し
て
、

太
平
洋
を
横
断
し
、
津
軽
海
峡

を
通
っ
て
釜
山
で
終
わ
る
と
い

う
コ
ー
ス
で
し
た
。

　

こ
の
仕
事
は
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
リ
ー
ダ
ー
が
「
太
平
洋
で

海
底
堆
積
物
の
火
山
灰
を
見
る

人
を
探
し
て
い
る
」
と
、
私
が

北
大
時
代
に
お
世
話
に
な
っ
た

古
海
洋
学
の
研
究
者
に
問
い
合

わ
せ
、
そ
の
方
が
私
に
声
を
か

け
て
く
れ
た
こ
と
か
ら
始
ま
り

ま
し
た
。
当
時
、
日
本
で
該
当

す
る
の
は
私
く
ら
い
し
か
い
な

か
っ
た
の
で
。
リ
ー
ダ
ー
と
の

面
識
も
な
く
、
た
め
ら
い
も
あ

り
ま
し
た
が
、
そ
れ
だ
け
長
い

調
査
を
す
る
チ
ャ
ン
ス
は
な
か

な
か
あ
り
ま
せ
ん
か
ら
ね
。

ー
ー
当
時
、
該
当
者
が
先
生
し
か

い
な
か
っ
た
と
い
う
の
は
。

青
木

海
底
堆
積
物
中
の
火
山

灰
を
研
究
対
象
と
し
て
い
る
人
が

ほ
と
ん
ど
い
な
か
っ
た
か
ら
で

す
。
実
は
、
分
析
そ
の
も
の
の
技

術
は
さ
ほ
ど
難
し
く
あ
り
ま
せ

ん
。
た
だ
、
火
山
灰
は
直
径
10

セ
ン
チ
く
ら
い
の
円
筒
形
の
採
泥

管
に
入
っ
た
海
洋
堆
積
物
の
間
に

イ
レ
ギ
ュ
ラ
ー
に
は
さ
ま
っ
て
い

ま
す
が
、
他
分
野
の
研
究
者
に
は

不
要
な
も
の
で
す
が
堆
積
物
の
分

け
方
を
リ
ー
ダ
ー
と
話
し
合
う
た

め
に
幅
広
い
知
識
が
必
要
に
な
り

ま
す
。
片
っ
端
か
ら
火
山
灰
を
分

析
し
て
い
く
う
ち
に
、
そ
の
給
源

（
噴
出
源
）
と
噴
火
の
年
代
も
わ

か
る
よ
う
に
な
り
、
研
究
者
と
し

て
受
け
い
れ
て
も
ら
え
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

　

海
洋
堆
積
物
に
火
山
灰
が
含

ま
れ
て
い
る
こ
と
は
以
前
か
ら

知
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
海
洋
堆

積
物
中
の
火
山
灰
研
究
の
重
要

性
が
共
有
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
の
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
加

し
た
頃
か
ら
で
す
。

ーー
最
近
は
軽
石
の
研
究
を
さ
れ

て
い
る
そ
う
で
す
ね
。

青
木

は
い
、
お
と
と
し
か
ら

科
研
費
で
漂
流
軽
石
の
研
究
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
始
め
ま
し
た
。

２
０
２
１
年
の
小
笠
原
の
福
徳

岡
ノ
場
と
い
う
海
底
火
山
の
噴

火
で
は
軽
石
が
大
量
に
漂
流
し

ま
し
た
。
そ
の
軽
石
は
、
小
笠
原

か
ら
西
に
向
か
う
海
流
に
乗
っ

て
対
馬
暖
流
に
入
っ
た
後
、
日

本
海
を
北
上
。
道
南
や
石
狩
浜

で
も
見
つ
か
っ
て
い
ま
す
。

　

軽
石
を
中
国
語
で
は
「
浮
石
」

と
言
い
ま
す
。
中
国
の
多
数
派

で
あ
る
漢
族
が
住
む
場
所
に
は

活
火
山
が
な
い
の
で
、
大
昔
に

は
「
浮
石
は
海
の
泡
と
砂
が
混

じ
っ
て
で
き
た
も
の
」
と
考
え

て
い
た
よ
う
で
す
。
三
国
時
代

の
こ
と
を
書
い
た
書
物
に
、「
呉

の
海
岸
に
浮
石
が
漂
着
し
て
い

る
」
と
い
う
記
述
が
あ
る
の
で
、

遅
く
と
も
三
世
紀
ご
ろ
に
は
浮

石
と
い
う
言
葉
が
使
わ
れ
て
い

た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

実
は
日
本
も
江
戸
時
代
の
初

期
ま
で
は
中
国
の
『
本
草
書
』
を

薬
学
の
教
科
書
と
し
て
勉
強
し

て
い
た
の
で
、
軽
石
は
漢
語
の

「
浮
石
」
と
同
じ
も
の
で
、
海
か

ら
来
た
も
の
と
考
え
て
い
た
と

思
い
ま
す
。

　

そ
れ
が
18
世
紀
に
入
る
と
、

富
士
山
、
浅
間
山
、
桜
島
な
ど

の
大
規
模
噴
火
が
続
き
ま
す
。

こ
の
こ
ろ
の
江
戸
時
代
の
本
草

学
に
関
係
す
る
書
物
を
見
て
い

る
と
、
日
本
人
の
中
で
軽
石
は

火
山
が
も
た
ら
す
も
の
と
し
て
、

認
識
が
転
換
し
て
い
っ
た
様
子

が
読
み
取
れ
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
三
世
紀
頃

の
ベ
ト
ナ
ム
北
部
は
呉

の
支
配
下
に
あ
っ
た
こ

と
か
ら
漢
字
の
記
録
が

残
っ
て
い
る
は
ず
と
思

い
探
す
と
、
北
ベ
ト
ナ

ム
の
こ
と
を
書
い
て
い

る
文
書
に
も
「
浮
石
」

と
い
う
言
葉
が
見
つ
か

り
ま
し
た
。
そ
こ
で
去
年
か
ら

は
ベ
ト
ナ
ム
で
調
査
を
し
て
い

ま
す
。
東
京
時
代
に
仲
良
く
な
っ

た
ベ
ト
ナ
ム
史
の
先
生
に
現
地

の
ベ
ト
ナ
ム
考
古
学
の
先
生
を

ご
紹
介
い
た
だ
き
、
以
前
か
ら
漂

流
軽
石
の
研
究
を
し
て
い
る
若

手
研
究
者
と
最
初
は
ハ
ロ
ン
湾

に
浮
か
ぶ
カ
ッ
ト
バ
島
に
一
緒

に
行
き
ま
し
た
。
島
の
海
岸
に

行
く
と
漂
着
し
た
軽
石
が
見
え
、

す
ぐ
に
そ
れ

が
福
徳
岡
ノ

場
と
、
硫
黄

島
か
ら
の
も

の
だ
と
わ
か

り
ま
し
た
。

ーー
そ
ん
な
に
遠
く
ま
で
行
っ
て

も
出
所
が
わ
か
る
ん
で
す
ね
。

青
木

火
山
灰
の
場
合
は
、
別
々

の
場
所
に
あ
っ
て
一
見
別
物
の
よ

う
で
も
、
中
の
鉱
物
の
特
徴
や
化

学
分
析
の
結
果
か
ら
給
源
が
同
じ

だ
と
わ
か
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
た
め
、
火
山
灰
は
降
っ
た
年

代
の
指
標
と
し
て
使
わ
れ
ま
す
。

も
し
か
す
る
と
、
軽
石
も
同
様
の

指
標
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
考

え
て
研
究
し
て
い
ま
す
。

　

火
山
か
ら
の
噴
出
物
は
大
気

中
に
散
ら
ば
る
だ
け
で
は
な
く
、

海
流
で
運
搬
さ
れ
た
り
、
北
の

海
で
は
氷
山
や
流
氷
に
運
ば
れ

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
様
々
な

運
搬
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
考
え
る
必

要
が
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ー
ー
最
後
に
学
生
の
皆
さ
ん
に

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
願
い
し
ま
す
。

青
木

大
学
時
代
は
自
分
の
専

攻
や
、
役
に
立
つ
か
ど
う
か
に

関
係
な
く
、
好
き
な
こ
と
、
興

味
の
あ
る
こ
と
に
取
り
組
め
る

貴
重
な
時
間
で
す
。
興
味
・
関

心
が
同
じ
仲
間
を
見
つ
け
や
す

い
場
所
で
も
あ
り
ま
す
。
本
学

に
は
多
様
な
分
野
の
教
員
も
い

て
、
質
問
も
で
き
る
の
で
、
ぜ

ひ
活
用
し
て
く
だ
さ
い
。

工学部生命工学科    

青
あ お

木
き

 かおり 教授

【地球環境科学】

研究室を
訪ねて Vol.

24

北海道大学大学院地球環境科学研
究科地圏環境科学専攻博士後期課
程単位修得退学。博士（地球環境科
学）。研究テーマは、テフロクロノロ
ジーの高精度化。

青木先生の
プチ解説

　日本語の文書の中で、火山噴火のことを記録した文章
の中に「軽石」という言葉が登場するのは 19 世紀以降に
なる。1430-1498 年（応永 19 年―延徳 4 年）に著された
『山科家礼記』は、今のところ「軽石」という語が登場す
る唯一の中世の文書であるが、火山とは全く無関係であ
る。文明 9 年閏正月29日（1477 年 ;この年の 11月に応仁
の乱が終息する）の記事で、風呂で軽石を使って月代の
手入れをするために軽石でこするという方法が書かれてお
り、「かるいし」とひらがなで記述されている。本草書でも、
皮膚をこすったり、皮をなめす利用方法が書かれているが、
いくらなんでも頭皮をこするというのは本当なのだろうか
と疑問がわく。念のため、『山科家礼記』原本のデジタル
アーカイブを、古文書の解読ができる歴史学の専門家に
一緒に確認してもらったところ、間違いなく頭皮をこすっ
ているようだ。あまりの恐ろしさに固まった出来事である。

月代の手入れに
軽石を使っていた!?

ベトナムのカットバ島で調査。足元の
先に黒い軽石が見える（国立歴史民俗
博物館の平峰玲緒奈博士が撮影）。

小
笠
原
の
軽
石
が

遠
い
北
海
道
に
漂
着

火
山
灰
は
火
山
爆
発
の
年
代
指
標

軽
石
に
も
同
様
の
指
標
あ
る
か

第72回 対東北学院大学総合定期戦

バレーボール（女子）の試合

両校の記念撮影
　

６
月
19
〜
21
日
の
３
日
間
、

第
72
回
対
東
北
学
院
大
学
総
合

定
期
戦
が
仙
台
に
て
行
わ
れ
た
。

こ
れ
は
、
体
育
を
通
じ
て
両
校

の
親
睦
を
図
る
と
と
も
に
、
運

動
精
神
の
昂
揚
と
体
育
実
技
の

向
上
を
目
的
と
し
て
毎
年
開
催

さ
れ
て
い
る
。

　

初
日
は
パ
レ
ー
ド
も
行
わ
れ
、

ど
の
競
技
も
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら

れ
た
が
、
最
終
日
は
雨
天
の
た
め

競
技
が
中
止
と
な
っ
た
。
残
念
な

が
ら
健
闘
及
ば
ず
今
年
も
東
北
学

院
大
学
が
総
合
優
勝
を
お
さ
め

た
。
来
年
は
札
幌
で
開
催
予
定
。

硬式庭球（男子）の試合

公式種目 試合結果
東北学院大 北海学園大

アイスホッケー 16 1
ゴルフ 2 1
ソフトテニス（男子） 5 0
サッカー 8 1
卓球（男子） 6 1
柔道 5 0
剣道 2.3 2.4
アメリカンフットボール 18 27
バスケットボール（女子） 111 46
バスケットボール（男子） 73 80
弓道（男子） 122 109
弓道（女子） 50 37
硬式庭球（男子） 3 6
準硬式野球 6 1
ハンドボール 34 28
ライフル射撃 2335 2253
羽球（男子） 4 1
ボクシング 2 0
少林寺拳法 11 1
バレーボール（女子） 3 1
バレーボール（男子） 3 0

総合 17 4

オープン種目 試合結果
東北学院大 北海学園大

ソフトテニス（女子） 3 0
卓球（女子） 7 0
羽球（女子） 5 0

第72 回 定期戦成績

※勝ち２点、引き分け１点、負け０点
※ 本期間一か月以上前開催及び本期間後開催の種
目は交流戦とする（総合成績に含めない）

　

自
動
車
産
業
は
現
在

「
１
０
０
年
に
一
度
の
大
変
革

期
」
の
時
期
に
あ
る
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
時
代

は
、
企
業
に
と
っ
て
、
ラ
イ
バ

ル
に
差
を
つ
け
る
チ
ャ
ン
ス
で

あ
る
と
同
時
に
、
現
在
の
地
位

を
失
い
、
む
し
ろ
差
を
つ
け
ら

れ
る
危
機
も
意
味
し
ま
す
。

　

た
だ
し
、
日
本
の
自
動
車
産

業
に
危
機
が
訪
れ
た
の
は
今

回
が
初
め
て
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
特
に
１
９
６
０
〜
７
０
年

代
に
自
動
車
の
排
出
ガ
ス
に

よ
る
大
気
汚
染
や
事
故
の
増

加
が
社
会
問
題
化
す
る
と
、
自

動
車
業
界
は
存
在
そ
の
も
の

が
厳
し
く
問
わ
れ
る
危
機
に

陥
り
ま
し
た
。

　

本
書
で
は
、政
府
、組
立
メ
ー

カ
ー
、
関
連
メ
ー
カ
ー
、
世

論
、
政
治
家
等
、
様
々
な
プ
レ

イ
ヤ
ー
の
思
惑
・
動
き
を
視
野

に
入
れ
な
が
ら
、
１
９
６
０
〜

７
０
年
代
に
お
け
る
自
動
車
に

対
す
る
環
境
・
安
全
規
制
の
実

施
過
程
と
業
界
の
対
応
を
描
き

な
が
ら
、
そ
れ
が
ど
の
よ
う
な

形
で
決
着
し
た
の
か
を
明
ら
か

に
し
ま
し
た
。

　

と
こ
ろ
で
、
環
境
や
安
全
と

い
っ
た
社
会
問
題
の
解
決
に
は

適
切
な
規
制
の
実
施
が
不
可
欠

で
す
。
多
く
の
場
合
、
達
成
が

容
易
な
規
制
で
は
問
題
が
改
善

さ
れ
ま
せ
ん
。
他
方
、
非
現
実

的
な
規
制
は
実
施
の
遅
延
、
被

規
制
者
の
反
発
等
に
よ
り
、
か

え
っ
て
問
題
の
解
決
を
遅
ら
せ

ま
す
。
さ
ら
に
、
Ｍ
・
Ｅ
・
ポ
ー

タ
ー
が
指
摘
し
た
よ
う
に
、
適

切
な
規
制
は
新
た
な
市
場
の

創
設
と
競
争
を
通
じ
て
、
問
題

解
決
に
つ
な
が
る
企
業
の
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
を
生
み
出
す
可
能

性
が
あ
り
ま
す
。

　

適
切
な
規
制
の
実
施
の
カ
ギ

を
握
る
の
が
政
府
と
企
業
と
の

関
係
で
す
。
本
書
は
、
規
制
者

と
被
規
制
者
と
の
関
係
を
「
緊

張
感
を
は
ら
ん
だ
協
調
関
係
」

と
し
て
捉
え
、
こ
の
も
と
で
実

施
さ
れ
た
規
制
政
策
が
自
動
車

産
業
の
危
機
の
時
代
を
脱
す
る

上
で
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た

こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
ま

す
。

　

本
書
で
示
し
た
事
例
は
当
時

の
世
界
を
描
く
だ
け
で
な
く
、

現
在
に
お
け
る
様
々
な
社
会
問

題
を
解
決
す
る
う
え
で
重
要
な

示
唆
を
与
え
る
も
の
だ
と
考
え

て
い
ま
す
。

自
動
車
産
業
の
規
制
政
策
と
変
革
を
描
く

を

板垣  暁
経済学部教授
いた  がき　　あきら

自著自著
語る 42

『自動車産業危機の時代と規制
　　１９６０～７０年代の

環境・安全規制政策とその意味』
板垣暁 著

晃洋書房 2026 年
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新 機関長に聞くく!  今年度新しく就任した北方共創圏研究センター長・上園昌武経済学部教授、図書館長・小松か
おり人文学部教授、入試部長・柾木貴之経済学部教授に、今度の取り組みや抱負などを伺った。

│
北
方
共
創
圏
研
究
セ
ン
タ
ー
長
と

し
て
の
抱
負
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　

昨
年
度
ま
で
あ
っ
た
開
発
研
究

所
、
地
域
連
携
推
進
機
構
と

い
う
２
つ
の
組
織
が
統
合

さ
れ
て
、
今
年
度
か
ら
北
方

共
創
圏
研
究
セ
ン
タ
ー
と

い
う
名
称
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
２
つ
の
組
織
の
活
動

を
引
き
継
ぎ
な
が
ら
、
新
し

い
こ
と
も
検
討
し
始
め
て

い
ま
す
。
北
海
学
園
大
学
は

地
域
と
の
関
わ
り
が
深
い

大
学
な
の
で
、
教
員
の
地
域

研
究
と
そ
の
知
見
を
活
か

し
た
地
域
連
携
を
推
進
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

│
北
方
共
創
圏
研
究
セ
ン

タ
ー
で
特
に
力
を
入
れ
て
い

る
点
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　

大
き
く
３
つ
あ
り
ま
し
て
、
１
つ

目
は
総
合
大
学
と
し
て
の
強
み
を
活

か
し
、
北
海
道
の
発
展
に
向
け
た
地

域
研
究
を
行
う
こ
と
で

す
。
２
つ
目
は
開
発
研

究
所
で
取
り
組
ん
で
き

た
総
合
研
究
と
い
う
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
す
が
、

地
域
課
題
の
解
決
に
向

け
て
地
元
に
寄
り
添
っ

た
政
策
提
言
を
行
い
、

地
域
に
活
か
し
て
も
ら

う
と
い
う
活
動
で
す
。

３
つ
目
は
学
生
が
地
域
の
実
情
や
課

題
を
学
び
、
交
流
し
、
地
域
づ
く
り

に
関
わ
っ
て
い
く
こ
と
で
す
。
大
学

は
当
事
者
で
は
な
い
中
間
支

援
組
織
と
し
て
、
伴
走
支
援

を
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て

い
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

│
北
方
共
創
圏
研
究
セ
ン

タ
ー
長
と
し
て
、
今
後
ど
の

よ
う
な
こ
と
が
大
切
に
な
り

ま
す
か
。

　

住
民
、
事
業
者
、
自
治
体

か
ら
の
要
望
を
集
め
て
、
学

内
の
ど
の
研
究
者
に
関
与
し

て
も
ら
う
の
か
、
そ
の
地
域

政
策
研
究
に
つ
な
ぐ
役
割
が

大
切
で
す
。
ま
た
、
北
海
道

内
に
閉
じ
こ
も
る
だ
け
で
は

な
く
道
外
の
組
織
と
関
わ
る

必
要
も
あ
り
ま
す
し
、
国
際

研
究
交
流
も
力
を
入
れ
て
い
き
た
い

で
す
。
今
年
は
領
土
問
題
に
つ
い
て

研
究
交
流
を
行
い
ま
し
た
が
、
今
後

も
継
続
的
に
進
め
て
い
き
ま
す
。

│
学
生
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
お
聞
か

せ
く
だ
さ
い
。

　

フ
ィ
ー
ル
ド
調
査
は
ど
の
分
野
で

も
で
き
ま
す
。
百
聞
は
一
見
に
し
か

ず
と
言
い
ま
す
が
、
現
場
に
足
を
運

ん
で
見
聞
き
し
た
学
び
は
、
本
を
読

ん
だ
学
び
で
は
得
ら
れ
な
い
経
験
で

す
の
で
、
そ
の
楽
し
み
を
知
っ
て
ほ

し
い
で
す
。ま
た
、事
前
学
習
や
サ
ー

ベ
イ
（
調
査
）
を
し
っ
か
り
し
た
上

で
取
り
組
む
こ
と
も
重
要
で
す
。

│
先
生
の
休
日
の
過
ご
し
方
、
趣
味

を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　

温
泉
巡
り
で
し
ょ
う
か
。
ニ
セ
コ

町
の
五
色
温
泉
や
、
余
市
町
の
鶴
亀

温
泉
が
お
す
す
め
で
す
。
つ
い
で
に

蕎
麦
な
ど
お
い
し
い
も
の
を
食
べ
る

の
も
楽
し
み
で
す
。

上
園
先
生
の
お
す
す
め
の
本

　

暉
峻
淑
子
先
生
の
『
豊
か
さ
と
は

何
か
』（
岩
波
新
書
、
１
９
８
９
年
）

で
す
。
日
本
の
１
９
７
０
〜
８
０
年

代
と
い
う
高
度
成
長
期
や
オ
イ
ル

シ
ョ
ッ
ク
が
終
わ
っ
た
時
代
は
日
本

が
豊
か
だ
と
言
わ
れ
て
き
た
け
れ

ど
、
本
当
に
豊
か
な
の
か
と
い
う
の

を
暉
峻
先
生
が
西
ド
イ
ツ
に
い
た
経

験
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
さ
ま
ざ
ま
な

観
点
で
書
か
れ
て
い
る
本
で
す
。
40

年
程
前
の
本
で
す
が
現
代
に
も
通
ず

る
内
容
で
も
あ
り
、
ぜ
ひ
学
生
に
読

ん
で
も
ら
い
た
い
で
す
。

開発研究所と地域連携推進機構
双方を活かし新たな地域研究を

経済学部
教　　授

北方共創圏研究センター長

上園 昌武
うえぞの まさ たけ

│
図
書
館
長
と
し
て
の
抱
負
を
お
聞

か
せ
く
だ
さ
い
。

　

本
学
の
図
書
館
は
、
面
積

も
蔵
書
数
も
道
内
有
数
で
、

サ
ー
ビ
ス
も
充
実
し
て
い
ま

す
。
さ
ま
ざ
ま
な
展
示
コ
ー

ナ
ー
な
ど
、
遊
び
心
も
あ
り

ま
す
。
ま
ず
は
今
あ
る
も
の

を
最
大
限
に
生
か
し
な
が

ら
、
今
後
の
展
開
を
考
え
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

│
図
書
館
で
特
に
力
を
入

れ
て
い
る
点
を
教
え
て
く

だ
さ
い
。

　

学
生
目
線
で
使
い
や
す
い

図
書
館
に
な
る
た
め
に
、
図

書
館
が
提
供
し
て
い
る
サ
ー

ビ
ス
を
学
生
の
み
な
さ
ん
に

わ
か
り
や
す
く
お
知
ら
せ
す

る
こ
と
に
力
を
入
れ
て
い
ま

す
。
前
館
長
時
代
か
ら
、
本

の
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
や
本
の
交
換
会

を
実
施
す
る
な
ど
、「
図
書
館
を
遊

ぶ
」
イ
ベ
ン
ト
も
増

や
し
て
い
る
の
で
、

み
な
さ
ん
の
意
見
を

聞
き
な
が
ら
、
も
っ

と
魅
力
的
に
「
遊
べ

る
」
図
書
館
に
し
て

い
き
た
い
で
す
ね
。

│
図
書
館
長
と
し

て
、
今
後
ど
の
よ
う

な
こ
と
が
大
切
に
な

り
ま
す
か
。

　

図
書
館
に
は
、
場
所
と
し
て
の

サ
ー
ビ
ス
と
情
報
の
拠
点

と
し
て
の
サ
ー
ビ
ス
が
あ

り
ま
す
が
、
求
め
ら
れ
る

サ
ー
ビ
ス
は
近
年
ど
ん
ど

ん
変
わ
り
続
け
て
い
る
の

で
、
基
礎
的
な
仕
事
で
あ

る
蔵
書
管
理
な
ど
を
怠
る

こ
と
な
く
、
今
後
何
が
求

め
ら
れ
て
い
る
の
か
考
え
、

即
応
し
て
い
く
こ
と
が
必

要
で
す
。
情
報
の
拠
点
と

し
て
は
、
デ
ジ
タ
ル
時
代

の
情
報
の
ハ
ブ
と
し
て
の

役
割
を
果
た
せ
る
よ
う
に
、

体
制
を
整
え
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

│
学
生
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス

を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

大
学
時
代
の
経
験
で
大

切
な
も
の
は
い
く
つ
も
あ
り
ま
す
が
、

本
を
１
冊
じ
っ
く
り
と
読
む
、
と
い

求められるサービスに即応し、
更に魅力的に「遊べる」図書館へ

人文学部
教　　授

図書館長

小松 かおり
こ まつ

経済学部
教　　授

入試部長

柾木 貴之
まさ き たかゆき

│
入
試
部
長
と
し
て
の
抱
負
を
お
聞

か
せ
く
だ
さ
い
。

　

私
は
入
試
の
仕
事
が
好
き
で
す
。

ど
う
し
て
好
き
か
考
え
て
み
た
と
き

に
、
２
つ
理
由
が
あ
る
と
思
い
ま
し

た
。
１
つ
は
入
試
課
ス
タ
ッ
フ
の
存

在
で
す
。
２
０
２
３
年
に
多
く
の
時

間
を
共
に
し
た
の
で
す
が
、
み
な
さ

ん
魅
力
的
な
方
々
で
、
も
っ
と
一
緒

に
働
き
た
い
と
思
い
ま
し
た
。
入
試

部
長
に
な
っ
た
こ
と
で
、
そ
の
希
望

が
叶
い
、
と
て
も
う
れ
し
く
思
っ
て

い
ま
す
。

　

も
う
１
つ
は
、
入
試

が
大
学
の
未
来
を
つ
く

る
仕
事
だ
か
ら
で
す
。

入
試
に
関
わ
る
仕
事
は

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ

ス
、
出
題
、
採
点
、
判

定
な
ど
、
実
に
様
々
で

す
が
、
そ
の
一
つ
一
つ

に
大
学
の
未
来
が
関

わ
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
先
頭
に
立
つ

入
試
部
長
は
と
て
も
や
り
が
い
の
あ

る
仕
事
で
す
。

│
入
試
部
で
特
に
力
を
入
れ
て
い
る

点
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　

工
学
部
が
２
０
２
８
年
４
月
か
ら

改
組
を
構
想
し
て
い

ま
す
。
今
の
工
学
部

は
建
築
都
市
学
部
（
仮

称
）
と
情
報
科
学
部

（
仮
称
）
と
い
う
２
つ

の
学
部
に
生
ま
れ
変
わ
る
予
定
で
、

そ
の
広
報
活
動
に
力
を
入
れ
て
い
ま

す
。

│
入
試
部
長
と
し
て
、
今
後
ど
の
よ

う
な
こ
と
が
大
切
に
な
り
ま
す
か
。

18
歳
人
口
が
減
少
す
る
中
で
、
全

国
の
大
学
は
熾
烈
な
競
争
を
繰
り
広

げ
て
い
ま
す
。
本
学
も
教
職
員
が
一

丸
と
な
っ
て
入
試
業
務
に
取
り
組
む

必
要
が
あ
り
ま
す
が
、
入
試
部
長
と

し
て
は
、
教
職
員
が
前
向
き
な
気
持

ち
で
業
務
に
励
む
こ
と
が
で
き
る
環

境
づ
く
り
を
大
切
に
し
た
い
で
す
。

│
学
生
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
お
聞
か

せ
く
だ
さ
い
。

　

自
分
の
意
見
に
対
し
て
他
者
が
ど

う
反
論
す
る
か
想
定
す
る
習
慣
が

大
事
で
す
。
例
え
ば
、
私
は
「
英
語

教
育
と
国
語
教
育
の
連
携
」
を
研
究

テ
ー
マ
と
し
て
い
ま
す
が
、
そ
の

デ
メ
リ
ッ
ト
を
常
に
意
識
し
て
い

ま
す
。
現
代
社
会
で
は
異
な
る
バ
ッ

ク
グ
ラ
ウ
ン
ド

を
持
っ
た
人
が

多
様
な
意
見
を

持
っ
て
い
ま
す

の
で
、
自
分
と

は
逆
の
意
見
を
常
に
想
定
し
て
、
自

分
の
意
見
を
組
み
立
て
る
こ
と
が
大

切
で
す
。

│
先
生
の
休
日
の
過
ご
し
方
、
趣
味

を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　

ス
ポ
ー
ツ
観
戦
と
ク
ラ
シ
ッ
ク
鑑

賞
が
趣
味
で
す
。
サ
ッ
カ
ー
Ｗ
杯
は

２
時
や
５
時
開
始
の
試
合
も
す
べ
て

起
き
て
応
援
し
ま
し
た
。
野
球
は
巨

人
フ
ァ
ン
で
す
。
ジ
ャ
イ
ア
ン
ツ
Ｔ

Ｖ
と
Ｄ
Ａ
Ｚ
Ｎ
に
加
入
し
て
全
主
催

試
合
を
見
て
い
ま
す
。
ク
ラ
シ
ッ
ク

に
つ
い
て
は
Ｃ
Ｄ
を
千
枚
以
上
持
っ

て
い
ま
す
。

柾
木
先
生
の
お
す
す
め
の
本

　

私
は
英
語
と
歴
史
が
大
好
き
で

す
。
そ
の
観
点
か
ら
、
江
利
川
春
雄

『
英
語
と
明
治
維
新
：
語
学
は
い
か

に
近
代
日
本
を
創
っ
た
か
』（
ち
く

ま
新
書
、
２
０
２
５
年
）
を
お
す
す

め
し
ま
す
。

教
職
員
が
前
向
き
に
働
け
る
環
境
で

大
学
の
未
来
を
つ
く
る

う
経
験
も
ぜ
ひ
し
て
ほ
し
い
と
思
い

ま
す
。
自
分
の
ア
ン
テ
ナ
に
引
っ
か

か
っ
た
本
で
な
い
と
読
み
通
せ
な
い

の
で
、
自
分
の
殻
に
こ
も
ら
ず
、
何

に
興
味
が
あ
る
の
か
、
常
に
ア
ン
テ

ナ
を
立
て
て
い
て
ほ
し
い
で
す
。

│
先
生
の
休
日
の
過
ご
し
方
、
趣
味

を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　

研
究
は
仕
事
で
も
趣
味
で
も
あ

る
の
で
、
大
学
の
業
務
の
な
い
日
は

一
日
中
研
究
し
て
い
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
気
分
転
換
は
シ
ア
タ
ー
キ

ノ
で
映
画
を
見
た
り
、
夜
寝
る
前
に

海
外
ミ
ス
テ
リ
ー
や
Ｓ
Ｆ
を
読
む

こ
と
で
す
。

小
松
先
生
の
お
す
す
め
の
本

　

人
類
学
者
の
デ
ヴ
ィ
ッ
ド
・
グ

レ
ー
バ
ー
と
考
古
学
者
の
デ
ヴ
ィ
ッ

ド
・
ウ
ェ
ン
グ
ロ
ウ
の
共
著
『
万
物

の
黎
明
』
で
す
。
日
本
語
版
の
本
文

だ
け
で
も
二
段
組
み
６
４
３
ペ
ー
ジ

の
大
著
で
す
が
、
人
類
史
観
を
変
え

て
く
れ
る
本
で
す
。社
会
経
済
史
が
、

現
在
の
国
民
国
家
と
資
本
主
義
に
至

る
単
線
的
な
も
の
で
は
な
く
、
多
様

な
も
の
だ
っ
た
し
、
こ
れ
か
ら
も
多

様
で
あ
り
得
る
、
と
い
う
こ
と
を
教

え
て
く
れ
ま
し
た
。
デ
ヴ
ィ
ッ
ド
・

グ
レ
ー
バ
ー
の
著
作
で
は
、
な
ぜ
負

債
は
返
す
べ
き
だ
と
考
え
ら
れ
て
い

る
の
か
の
思
想
史
を
描
い
た
『
負
債

論
―
貨
幣
と
暴
力
の
５
０
０
０
年
』

も
衝
撃
的
で
し
た
。

　

工
学
部
建
築
学
科
で
岡
本
研

究
室
を
中
心
に
２
０
１
７
年

度
か
ら
実
施
し
て
い
る
沼
田

町
空
き
家
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

活
動
が
今
年
度
も
始
動
し
た
。

　

ま
ず
は
４
月
21
日
に
沼
田
町

を
訪
れ
、
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
対

象
物
件
の
実
測
調
査
を
行
っ
た
。

そ
の
後
、
学
校
や
暮
ら
し
の
安

心
セ
ン
タ
ー
、
夜
高
祭
り
の
あ

ん
ど
ん
を
見
学
し
た
。

　

今
年
度
の
改
修
テ
ー
マ
は

「
ペ
ッ
ト
と
の
移
住
体
験
」。
15

歳
未
満
人
口
よ
り
も
ペ
ッ
ト
の

数
が
多
い
時
代
を
迎
え
、
ペ
ッ
ト

と
と
も
に
沼
田
町
の
魅
力
を
実

感
で
き
る
空
間
を
目
指
す
。
約

１
か
月
か
け
て
、
２
つ
の
リ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
案
を
作
成
し
た
。

　

５
月
29
日
か
ら
１
泊
で
沼
田

町
を
訪
れ
た
。
１
日
目
は
２
つ
の

グ
ル
ー
プ
が
そ
れ
ぞ
れ
の
案
を

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
し
、
採

用
案
が
決
定
し
た
。
２
日
目
は

採
用
案
の
実
現
に
向
け
て
、
撤

去
で
き
る
部
分
を
解
体
し
た
。

　

帰
札
後
に
は
リ
ー
ダ
ー
を
中

心
に
検
討
を
深
め
て
施
工
図
を

描
き
、
材
料
の
発
注
を
役
場
に

依
頼
す
る
な
ど
準
備
を
進
め
た
。

　

６
月
18
日
か
ら
３
泊
４
日
で

１
巡
目
が
ス
タ
ー
ト
。
解
体
を

終
わ
ら
せ
、
壁
や
床
の
下
地
を

施
工
し
た
。
ま
た
、
地
元
の
元

大
工
の
方
か
ら
道
具
を
譲
り
受

け
る
応
援
を
い
た
だ
い
た
。

　

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
地
域

ま
ち
づ
く
り
へ
の
貢
献
と
、
学

生
が
実
体
験
を
通
じ
て
建
築
や

地
域
と
向
き
合
う
機
会
の
創
出

を
担
っ
て
い
る
。

沼
田
町
空
き
家
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
２
０
２
６

工 学 部
建築学科

リーダーと制作手順の確認

屋根裏の断熱材を撤去

　

私
は
、
韓
国
・
大
田
大
学

校
へ
約
10
ヶ
月
間
、
交
換
留

学
へ
行
か
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
留
学
前
は
韓
国
語
や

文
化
へ
の
理
解
を
深
め
る
こ

と
を
目
標
と
し
て
い
ま
し
た

が
、
帰
国
し
た
い
ま
振
り
返

る
と
、
一
番
大
き
な
学
び
は

語
学
以
上
に
人
と
の
出
会
い

を
通
し
て
自
分
自
身
の
視
野

が
広
が
っ
た
こ
と
だ
と
感
じ

て
い
ま
す
。

　

留
学
中
は
、
留
学
生
向
け

の
韓
国
語
・
文
化
の
授
業
や
、

現
地
学
生
と
共
に
学
ぶ
学
部

の
授
業
を
受
講
し
て
い
ま
し

た
。
特
に
日
本
語
翻
訳
実
習

で
は
、
単
に
言
葉
を
置
き
換

え
る
の
で
は
な
く
、
文
脈
や

書
き
手
の
意
図
を
考
え
な
が

ら
表
現
を
選
ぶ
難
し
さ
と
面

白
さ
を
知
り
、
言
葉
に
向
き

合
う
姿
勢
を
学
び
ま
し
た
。

　

ま
た
、
授
業
以
外
で
は
、

現
地
学
生
だ
け
で
な
く
日
本

各
地
か
ら
の
留
学
生
な
ど
、

留
学
と
い
う
環
境
の
中
で
、

さ
ま
ざ
ま
な
人
と
関
わ
る
機

会
に
恵
ま
れ
、
多
様
な
考
え

方
や
物
事
へ
の
向
き
合
い
方

に
触
れ
ま
し
た
。
特
に
、
本

学
が
実
施
す
る
大
田
で
の
夏

期
研
修
に
ス
タ
ッ
フ
と
し
て

参
加
し
た
際
、
韓

国
人
ス
タ
ッ
フ
の

方
々
が
仕
事
に
も

私
た
ち
留
学
生
に

も
誠
実
に
向
き
合

い
、
最
後
ま
で
温

か
く
接
し
て
く
だ

さ
っ
た
姿
が
印
象

に
残
っ
て
い
ま
す
。

　

最
近
は
留
学
で

得
た
経
験
や
学
び

が
、
帰
国
後
の
生

活
の
中
で
も
少
し

ず
つ
自
分
の
行
動

や
考
え
方
に
影
響
し
て
い
る

と
感
じ
て
い
ま
す
。
こ
の
経

験
を
大
切
に
し
、
新
し
い
こ

と
に
前
向
き
に
、
目
の
前
の

こ
と
に
も
真
剣
に
向
き
合
っ

て
行
動
し
て
い
き
た
い
で
す
。

経済学部経済学科４年

吉
よし

田
だ

望
の

恵
え

自分自身の視野の広がりを実感

私の学び

留学生活のスタートを彩った、
寄宿舎前の桜並木
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６
月
５
日
〜
10
日
に
行
わ
れ
た
北
海
道
地
区
準

硬
式
野
球
一
部
リ
ー
グ
選
手
権
に
本
学
準
硬
式
野

球
部
が
出
場
し
、

４
勝
０
敗
１
分
と

い
う
好
成
績
で
優

勝
し
た
。
こ
れ
に

よ
り
、
文
部
科
学

大
臣
杯
第
78
回
全

日
本
大
学
準
硬
式

野
球
選
手
権
大
会

に
出
場
し
た
。

準硬式野球部のメンバー

準
硬
式
野
球
部
全
国
大
会
出
場

　

５
月
23
日
に
行
わ
れ
た
北
海
道
学
生
柔
道
優
勝

大
会
に
本
学
男
子
柔
道
部
が
出
場
し
、
団
体
戦
で

３
位
に
入
賞
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
６

月
27
日
・
28
日

に
開
催
さ
れ
た

２
０
２
６
年
度
全

日
本
学
生
柔
道
優

勝
大
会
に
出
場
し

健
闘
し
た
。

男子柔道部のメンバー

男
子
柔
道
部
全
国
大
会
出
場

　

４
月
30
日
〜
５
月
27
日
に
行
わ
れ
た
２
０
２
６

年
度
札
幌
六
大
学
春
季
リ
ー
グ
戦
に
本
学
硬
式
野

球
部
が
出
場
し
、
同

リ
ー
グ
戦
初
の
３
校
に

よ
る
優
勝
決
定
戦
を
制

し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、

６
月
８
日
か
ら
行
わ
れ

た
第
75
回
全
日
本
大

学
野
球
選
手
権
記
念
大

会
へ
出
場
し
健
闘
し

た
。

硬式野球部のメンバー（春季リーグ戦優勝時）

硬
式
野
球
部
全
国
大
会
出
場

　

４
月
18
日
〜
５
月

４
日
に
開
催
さ
れ
た
第

76
回
北
海
道
大
学
バ

ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
春
季

選
手
権
大
会
に
本
学
男

子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

部
が
出
場
し
、
準
優
勝

と
い
う
成
績
を
お
さ
め

た
。
今
大
会
の
準
優
勝

は
17
年
ぶ
り
と
な
る
。

男子バスケットボール部のメンバー

男
子
バ
ス
ケ
部
17
年
ぶ
り
準
優
勝

道南の企業を密にサポート

北斗市

地
域
の

  

現
場
か
ら

　

実
家
が
転
勤
族
だ
っ
た
経
験

か
ら
、
自
分
に
と
っ
て
の
〝
地

元
〞
を
欲
す
る
よ
う
に
な
っ
た

と
い
う
榑
林
さ
ん
。
大
学
入
学

の
き
っ
か
け
で
も
あ
っ
た
西
村

宣
彦
先
生
の
ゼ
ミ
で
は
、
夕
張

の
映
画
祭
に
ス
タ
ッ
フ
と
し
て

関
わ
っ
た
。
街
の
た
め
に
活
動
を

す
る
こ
と
で
地
元
民
と
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
っ
た
り
、
再

び
そ
の
地
を
訪
れ
る
こ
と
に
新

鮮
な
喜
び
を
感
じ
て
い
た
。

　

地
域
の
人
を
サ
ポ
ー
ト
す
る

仕
事
に
就
き
た
い
と
考
え
た
榑

林
さ
ん
は
、「
唯
一
長
く
住
ん
だ

街
」
で
あ
っ
た
函
館
の
、
道
南

う
み
街
信
用
金
庫
に
就
職
す
る
。

密
に
地
元
企
業
を
支
援
す
る
仕

事
に
や
り
が
い
を
持
っ
て
楽
し

く
働
い
て
い
た
が
、「
も
っ
と
広

範
囲
に
企
業
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

し
た
い
」
と
、
目
標
で
あ
っ
た
起

業
に
着
手
す
る
。
信
金
で
働
き

な
が
ら
、
帰
宅
後
は
Ｗ
ｅ
ｂ
デ

ザ
イ
ン
や
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
を

勉
強
し
、
企
業
を
多
岐
に
わ
た
っ

て
支
援
す
る
た
め
の
技
術

を
身
に
つ
け
て
い
っ
た
。

　

地
域
に
密
着
し
た
企
業

支
援
を
目
指
し
、
北
斗
市

で
株
式
会
社
Ａ
Ｄ
ｕ
ｅ
ｘ

（
ア
ド
ゥ
）
を
設
立
。
お
も

に
社
外
広
報
と
し
て
、
企

業
の
広
告
宣
伝
や
、
行
政

の
イ
ベ
ン
ト
の
企
画
・
運

営
な
ど
を
請
け
負
う
。
外

注
を
せ
ず
、
す
べ
て
社
内

で
完
結
す
る
た
め
責
任
の

所
在
が
明
確
で
、
大
手
企

業
か
ら
も
信
頼
を
得
て
い

る
と
い
う
。
当
時
、
ま
だ

企
業
が
目
を
向
け
て
い
な
か
っ

た
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
公
式
ア
カ
ウ
ン
ト

を
活
用
し
た
広
告
宣
伝
も
い
ち

早
く
導
入
し
、
実
績
が
蓄
積
さ

れ
た
今
も
強
み
と
な
っ
て
い
る
。

　
「
道
南
で
集
客
す
る
こ
と
に
関

し
て
、
う
ち
は
ピ
カ
イ
チ
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
。
企
業
さ
ん
が

何
か
困
っ
た
と
き
に
、
ま
ず
う

ち
の
会
社
を
思
い
浮
か
べ
て
も

ら
う
こ
と
を
心
が
け
て
い

ま
す
」。
北
斗
市
は
子
ど
も

や
子
育
て
世
代
へ
の
支
援

が
手
厚
く
、
函
館
の
よ
う

な
大
き
さ
は
な
い
が
一
切

不
便
は
な
い
と
い
う
。「
暮

ら
し
や
す
く
ち
ょ
う
ど
い

い
街
」
で
、
自
身
の
価
値

観
に
合
っ
て
い
る
と
語
る
。

　
「
大
学
生
の
う
ち
は
同
級

生
や
先
輩
後
輩
だ
け
の
関

係
で
閉
じ
ず
、
い
ろ
い
ろ

な
大
人
と
関
わ
っ
て
ほ
し

い
で
す
。
今
よ
り
も
も
っ

と
視
野
が
、
人
脈
が
広
が

り
ま
す
。
ど
ん
ど
ん
外
に
出
て

足
を
運
ん
で
、
選
択
肢
の
幅
が

ひ
ら
け
て
い
る
こ
と
を
実
感
し

て
ほ
し
い
で
す
」
と
学
生
た
ち

へ
ア
ド
バ
イ
ス
を
送
っ
た
。

株式会社 A Duex

代表取締役  榑
く れ

林
ばやし

正
ま さ

和
か ず

氏
経済学部地域経済学科
2017 年度卒・12 期生

ラ
ク
ロ
ス
協
会
の
連
絡
先
を
教

え
て
も
ら
う
。
そ
こ
で
、
札
幌

は
お
ろ
か
、
北

海
道
に
ラ
ク
ロ

ス
の
チ
ー
ム
が

ひ
と
つ
も
な
い
こ
と
を
知
る
。

　
「
ラ
ク
ロ
ス
を
や
っ
て
み
よ
う

と
い
う
話
が
一
度
は
消
え
ま
し

た
が
、
東
京
の
ラ
ク
ロ
ス
シ
ョ
ッ

プ
か
ら
道
具
を
手
配
で
き
そ
う

だ
と
い
う
こ
と
に
な
る
と
再
熱

し
て
、
学
部
を
超
え
て
た
く
さ

ん
の
人
に
話
が
広
が
り
ま
し
た
。

20
人
ぐ
ら
い
が
集
ま
り
、
２
年

生
の
春
に
女
子
ラ
ク
ロ
ス
部
が

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
」

30
年
ほ
ど
前
、
大
学
生
協
で

友
だ
ち
と
雑
誌
を
立
ち
読
み
し

て
い
た
小
松
さ
ん
は
、
た
ま
た
ま

千
葉
県
の
高
校
の
ラ
ク
ロ
ス
同

好
会
の
記
事
を
目
に
す
る
。
未

知
の
競
技
に
興
味
を
持
っ
た
小

松
さ
ん
た
ち
は
、
そ
の
足
で
公
衆

電
話
か
ら
札
幌
市
内
の
ス
ポ
ー

ツ
シ
ョ
ッ
プ
に

問
い
合
わ
せ
、

ラ
ク
ロ
ス
の
道

具
を
購
入
し
よ

う
と
し
た
が
見

つ
か
ら
ず
。
そ

の
高
校
に
電
話

を
し
た
と
こ
ろ
、

　

今
で
こ
そ
北
大
な
ど
道
内
10

大
学
に
ラ
ク
ロ
ス
部
が
あ
る
が
、

始
ま
り
は
「
何
人
で
プ
レ
ー
す

る
か
も
わ
か
っ
て
い
な
い
」
本

学
の
学
生
た
ち
の
行
動
に
よ
る

も
の
だ
。
ラ
ク
ロ
ス
部
が
あ
る

道
外
の
大
学
へ
手
紙
を
書
き
、

練
習
方
法
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受

け
た
。
そ
の
後
、
強
豪
校
で
あ
っ

た
東
京
女
子
体
育
大
学
の
卒
業

生
が
札
幌
に
来
て
い
る
と
聞
き
、

指
導
を
受
け
る
よ
う
に
な
る
。

　

初
め
て
の
試
合
は
３
年
生
の

と
き
の
対
東
北
学
院
大
定
期
戦
。

部
の
方
向
性
の
違
い
に
よ
り
同

学
年
は
11
人
に
減
っ
て
い
た
が
、

そ
れ
だ
け
に
達
成
感
が
あ
っ
た
。

　

卒
業
後
は
道
内
の
民
間
企
業

に
就
職
し
た
小
松
さ
ん
だ
が
、

日
本
ラ
ク
ロ
ス
協
会
か
ら
の
要

請
で
事
務
局
次
長
と
し
て
北
海

道
地
区
を
担
当
す
る
こ
と
に
な

る
。
３
、４
年
経
っ
た
頃
、
学
園

を
卒
業
し
た
メ
ン
バ
ー
で
社
会

人
チ
ー
ム
を
作
り
、
再
び
選
手

と
し
て
活
動
し
た
。
人
数
は
ぎ

り
ぎ
り
だ
っ
た
が
関
東
へ
遠
征

し
て
試
合
を
し
た
り
、
自
分
に

で
き
る
こ
と
を
や
る
と
い
う
学

生
時
代
の
延
長
の
よ
う
な
日
々

を
楽
し
ん
だ
と
い
う
。

　

現
在
は
、
北
海
道
の
大
学
チ
ー

ム
の
運
営
支
援
を
行
い
、
主
に

定
例
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
で
学
生
と

意
思
疎
通
を
図
っ
て
い
る
。
ま

た
、
札
幌
市
の

ス
ポ
ー
ツ
プ
ロ

グ
ラ
ム
で
体
験

会
を
開
催
す
る
な
ど
、
小
学
生

に
ラ
ク
ロ
ス
の
魅
力
を
普
及
す

る
活
動
に
力
を
入
れ
て
い
る
。

　

今
年
は
女
子
、
来
年
は
男
子

の
世
界
選
手
権
が
東
京
で
開
催

さ
れ
、
２
０
２
８
年
に
行
わ
れ

る
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
で
は
１
２
０
年
ぶ
り
に
ラ
ク

ロ
ス
が
開
催
さ
れ
る
。
北
海
道

で
も
更
な
る
盛
り
上
が
り
が
期

待
さ
れ
る
。

公益社団法人 日本ラクロス協会

小
こ

松
ま つ

香
か

織
お り

氏
事務局次長
北海道地区

人文学部英米文化学科
1996 年度卒・1期生

北
海
道
ラ
ク
ロ
ス
の
パ
イ
オ
ニ
ア

多
種
多
様
な
業
界
で
活
躍
す
る

同
窓
生
を
リ
レ
ー
形
式
で
掲
載
し

て
い
る
「
人
脈
記
」。
前
回
登
場

の
前
谷
謙
五
さ
ん
が
、
季
節
の
お

台
所
「
凛
」
の
女
将
、
多
田
有
凛

さ
ん
を
紹
介
し
て
く
れ
た
。

　

和
の
雰
囲
気
を
も
ち
な
が
ら
敷

居
が
高
く
な
い
古
民
家
の
よ
う
な

風
情
で
し
つ
ら
え
た
「
凛
」
は
、

和
洋
中
さ
ま
ざ
ま
な
メ
ニ
ュ
ー
が

並
ぶ
カ
ジ
ュ
ア
ル
な
小
料
理
屋

だ
。
割
烹
着
を
来
て
店
に
立
つ
女

将
の
多
田
さ
ん
は
、
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
や
商
品
開
発
に
興
味
が
あ
り
、

本
学
経
営
学
部
に
入
学
し
た
。
伊

藤
友
章
先
生
の
ゼ
ミ
が
特
に
印
象

に
残
っ
て
い
る
と
言
い
、
学
生
主

導
で
研
究
か
ら
発
表
ま
で
を
行
う

た
め
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
分
析
な

ど
の
経
験
が
蓄
積
さ
れ
た
。「
ゼ

ミ
で
の
経
験
は
今
も
活
か
さ
れ
て

い
ま
す
。
人
前
で
話
す
こ
と
も
、

そ
の
お
か
げ
で
得
意
に
な
っ
た
と

思
い
ま
す
」
と
語
る
。

　

大
学
入
学
の
直
前
に
始
め

た
メ
キ
シ
コ
レ
ス
ト
ラ
ン
の

ア
ル
バ
イ
ト
を
４
年
間
継

続
。
４
年
生
の
と
き
に
は
航

空
会
社
か
ら
内
定
を
も
ら
っ

た
も
の
の
、
自
分
の
や
り
た

い
こ
と
は
や
は
り
飲
食
業
だ

と
感
じ
て
辞
退
し
た
。
卒
業

時
の
２
０
２
０
年
は
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
が
拡

大
し
て
い
た
時
期
だ
っ
た

が
、
知
人
が
新
し
く
始
め
た

洋
食
店
で
働
く
こ
と
を
決
め

た
。

　

３
、
４
年
ほ
ど
経
っ
た

頃
、
大
学
時
代
の
働
き
ぶ
り

を
評
価
し
て
く
れ
た
当
時

の
バ
イ
ト
先
の
店
長
と
の

繋
が
り
か
ら
、
２
０
２
４

年
に
「
凛
」
を
開
業
し
た
。

自
分
が
店
に
立
つ
こ
と
も

や
り
た
い
仕
事
の
ひ
と
つ
で
は

あ
っ
た
が
、
そ

れ
以
上
に
多
田

さ
ん
が
興
味
を

も
っ
て
い
た

の
は
飲
食
店
の

プ
ロ
デ
ュ
ー
ス

だ
っ
た
。
立
地

か
ら
顧
客
の

タ
ー
ゲ
ッ
ト

層
、
内
装
や
外

装
、
料
理
・
酒

の
内
容
な
ど
を

一
か
ら
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
し
て

い
っ
た
。
ま
た
、

従
業
員
の
働
き
や
す
さ
も
重
視

し
て
い
る
。「
自
分
は
店
の
顔
と

い
う
よ
り
も
、
従
業
員
の
た
め

の
脇
役
だ
と
思
っ
て
い
て
。

従
業
員
が
楽
し
く
働
く
こ

と
で
お
客
さ
ん
に
も
楽
し

ん
で
も
ら
え
ま
す
し
、
い

ず
れ
店
を
誰
か
に
任
せ
る

こ
と
を
楽
し
み
に
し
て
い

ま
す
。
例
え
ば
、
自
分
の

店
を
も
ち
た
い
と
い
う
子

に
２
店
舗
目
を
立
ち
上
げ

て
任
せ
る
な
ど
、
や
り
た

い
こ
と
を
形
に
し
て
あ
げ

ら
れ
る
よ
う
な
仕
事
を
し

た
い
で
す
」。

　

店
は
オ
ー
プ
ン
当
時
か

ら
「
誰
も
が
ほ
っ
と
で
き

る
空
間
」
を
コ
ン
セ
プ
ト

に
し
て
い
る
。
性
別
問
わ

ず
ひ
と
り
で
訪
れ
る
客
も

多
く
、「
あ
ず
ま
し
い
ね
」

と
言
わ
れ
る
こ
と
が
や
り

が
い
だ
。「
お
客
さ
ん
か
ら

直
接
声
を
い
た
だ
け
る
の

が
本
当
に
楽
し
い
で
す
。
口
コ

ミ
も
書
か
れ
ま
す
し
、
い
い
こ
と

ば
か
り
じ
ゃ
な
い
ん
で
す
け
ど
、

ど
ん
な
声
も
自
分
た
ち
が
店
作

り
を
す
る
う
え
で
上
昇
す
る
た

め
の
意
見
だ
と
捉
え
て
い
ま
す
。

ア
ル
バ
イ
ト
も
募
集
中
で
す
の

で
、
学
生
の
皆
さ
ん
お
待
ち
し

て
い
ま
す
（
笑
）」。

﹇
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
﹈
２
０
１
９
年
度
北
海
学
園

大
学
経
営
学
部
卒
業
。
在
学
中
は
「
Ｖ
ｉ
Ｖ
Ａ

Ｌ
Ａ
Ｖ
ｉ
Ｄ
Ａ
」
で
４
年
間
ア
ル
バ
イ
ト
を

行
う
。
卒
業
後
、「
洋
食
コ
ノ
ヨ
シ
」
に
勤
務
。

２
０
２
４
年
に
季
節
の
お
台
所
「
凛
」
を
開
業
し
、

現
在
に
至
る
。

学園学園人人脈記脈記第36 回

季節のお台所「凛」

女将 多
た

田
だ

有
ゆ

凛
り

 氏
経営学部経営学科 2019 年度卒・14 期生

経営の学びを糧に飲食店をプロデュース

店頭に立つ多田さん

作り手の顔が見えるカウンター席

季
節
の
お
台
所「
凛
」の

Instagram

は
こ
ち
ら

　
　

２
０
２
６
年
度
前
期
の

「M
ultilingual M

eetup

」

を
開
催
し
ま
し
た
。

M
ultilingual M

eetup

は
、
本
学
が
主
催
す
る
国
際
交
流

イ
ベ
ン
ト
で
、
本
学
の
留
学
生
・

学
生
に
加
え
、
北
海
学
園
系
列

校
で
学
ぶ
交
換
留
学
生
や
学
生
、

高
校
生
が
参
加
し
て
い
ま
す
。

　

前
期
は
、Korean Day

、

Chinese D
ay

、English 
Day

を
そ
れ
ぞ
れ
３
回
開
催
し

ま
し
た
。Korean Day

で

は
、
本
学
と
北
海
商
科
大
学
で

学
ぶ
韓
国
・
大
田
大
学
校
か
ら

の
交
換
留
学
生
と
交
流
を
行
い
、

Chinese D
ay

で
は
、
北
海
商

科
大
学
で
学
ぶ
中

国
・
煙
台
大
学
か

ら
の
交
換
留
学
生

と
交
流
し
ま
し
た
。

English D
ay

で
は
、
カ
ナ
ダ
・

レ
ス
ブ
リ
ッ
ジ
大

学
か
ら
の
交
換
教

授
と
そ
の
ご
家
族
、

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン

ド
・
ウ
ェ
リ
ン
ト

ン
高
校
か
ら
北
海

高
校
お
よ
び
北
海

学
園
札
幌
高
校
で

学
ん
で
い
た
交
換

留
学
生
、
さ
ら
に
本
学
の
海
外

出
身
教
員
に
も
ご
協
力
い
た
だ

き
、
英
語
の
み
で
交
流
を
行
い

ま
し
た
。

　

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、

留
学
生
や
教
員
と
の
交

流
を
通
し
て
、
英
語
・

中
国
語
・
韓
国
語
な
ど

の
多
言
語
に
触
れ
る
と

と
も
に
、
さ
ま
ざ
ま
な

国
や
地
域
の
文
化
を
直

接
学
ぶ
こ
と
の
で
き
る

貴
重
な
機
会
と
な
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
高
校

生
と
大
学
生
、
大
学
生

同
士
が
学
生
生
活
や
留

学
に
つ
い
て
情
報
交
換

を
行
う
場
に
も
な
っ
て

お
り
、
参
加
者
に
と
っ

て
新
た
な
気
づ
き
や
刺

激
を
得
る
機
会
に
も

な
っ
て
い
ま
す
。

　

後
期
も
、
よ
り
多
く
の
学
生
に

興
味
・
関
心
を
持
っ
て
も
ら
え

る
よ
う
計
画
を
進
め
て
い
ま
す
。

「English Day」の集合写真

留学生との交流会「Multilingual Meetup」
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 北海学園パイオニア基金　ご寄付のお願い

お申込みはこちら

ご寄付の方法 オンラインご利用の場合 金融機関ご利用の場合
クレジットカード・コンビニ決済・
Pay-easyをご利用の場合は、ホーム
ページよりお申込みください。

ホームページから「寄付申込書」をダウンロードし、必要事項を記入の上、
ご提出ください。ご提出後、お振込口座をご案内いたしますので、指定の
口座にお振込みください。

＜基金のお問い合わせ＞
学校法人北海学園 経営企画部
札幌市豊平区旭町4丁目1番40号
TEL：011-841-1161（代）　E-ｍail：pioneer@hgu.jp ホームページはこちら

2035年の創基150周年に向け、1885年の創基より紡いできた「開拓者精神」のもと、次代を担う学生・生徒の挑戦を
支える「北海学園パイオニア基金」を設立しました。温かな想いが、困難に挑む学生の背中を後押しする大きな力
に変わります。輝く可能性を支えるパートナーとして、皆様の温かいご支援とご協力を心よりお願い申し上げます。

新たな社会を支える、開拓者のために。

ご寄付の使途 学生の教育活動を支える6つの支援
あなたの想いが
学生の挑戦を支える
あなたの想いが
学生の挑戦を支える

１口1,000円
から

ご寄付できます

給付奨学金
支援

スポーツ・
文化活動支援

施設設備
整備支援

グローバル
パーソン育成支援

学園サポート
基金

チャレンジ活動・
社会貢献活動支援

【
求
人
の
動
向
に
つ
い
て
】

　

２
０
２
６
年
７
月
９
日

現
在
、
本
学
に
求
人
票
を

提
出
し
て
い
る
企
業
数
は

１
２
、８
５
９
社
で
、
前
年
同

時
期
の
１
２
、９
４
８
社
と
比

較
し
て
、
ほ
ぼ
横
ば
い
で
推

移
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
株

式
会
社
リ
ク
ル
ー
ト
ワ
ー

ク
ス
研
究
所
の
調
査
に
よ
る

と
、
２
０
２
７
年
卒
の
大
卒

求
人
倍
率
は
１
・
６
２
倍
で
、

２
０
２
６
年
卒
の
１
・
６
６
倍

か
ら
０
・
０
４
ポ
イ
ン
ト
低
下

し
ま
し
た
。
大
卒
求
人
倍
率

は
２
年
連
続
で
低
下
し
た
も

の
の
、
求
人
倍
率
は
依
然
と

し
て
１
倍
を
大
き
く
上
回
っ

て
お
り
、
全
体
と
し
て
企
業

の
採
用
意
欲
は
高
い
状
況
が

続
い
て
い
ま
す
。
一
方
で
、

業
種
別
に
見
る
と
、
建
設
業

や
金
融
業
で
は
求
人
数
が
前

年
を
上
回
る
一
方
、
製
造
業
、

流
通
業
、
情
報
通
信
業
、
サ
ー

ビ
ス
業
で
は
前
年
を
下
回
る

な
ど
、
業
種
に
よ
っ
て
求
人

動
向
に
差
が
見
ら
れ
ま
す
。

　

北
海
道
内
に
お
い
て
も
、

観
光
業
の
回
復
や
半
導
体
関

連
企
業
の
進
出
な
ど
、
地
域

経
済
の
動
き
に
伴
い
、
新
卒

採
用
へ
の
関
心
は
高
ま
っ
て

い
ま
す
。
Ｕ
タ
ー
ン
・
Ｉ
タ
ー

ン
を
希
望
す
る
学
生
に
と
っ

て
は
、
地
元
企
業
や
道
内
企

業
を
知
る
機
会
が
広
が
り
、

多
様
な
選
択
肢
の
中
か
ら
進

路
を
考
え
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　

ま
た
、
全
国
的
な
傾
向
と

同
様
に
、
北
海
道
内
企
業
で

も
初
任
給
の
引
き
上
げ
や
福

利
厚
生
の
充
実
な
ど
、
人
材

確
保
に
向
け
た
待
遇
改
善
の

動
き
が
進
ん
で
い
ま
す
。
こ

れ
は
、
若
い
人
材
を
獲
得
・

定
着
さ
せ
た
い
と
い
う
企
業

の
意
思
の
表
れ
で
あ
り
、
学

生
に
と
っ
て
は
条
件
面
も
含

め
て
企
業
を
比
較
し
や
す
い

環
境
が
広
が
っ
て
い
る
と
言

え
る
で
し
ょ
う
。

　

こ
う
し
た
状
況
は
、

２
０
２
７
年
卒
の
皆
さ
ん
が

自
身
の
キ
ャ
リ
ア
プ
ラ
ン
を

描
き
、
希
望
す
る
企
業
や
職

種
を
選
ぶ
う
え
で
追
い
風
に

な
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
企

業
研
究
を
積
極
的
に
進
め
、

自
分
の
強
み
を
整
理
し
、
納

得
の
い
く
就
職
活
動
を
展
開

し
ま
し
ょ
う
。

【
こ
れ
か
ら
の
就
活
に
つ
い
て
】

　

２
０
２
７
年
卒
の
皆
さ
ん

に
と
っ
て
、
こ
れ
か
ら
は
就

職
活
動
の
大
切
な
時
期
で
す
。

ま
ず
は
志
望
す
る
業
界
や
企

業
に
つ
い
て
、
ビ
ジ
ョ
ン
、

社
風
、
求
め
る
人
材
像
な
ど

を
し
っ
か
り
調
べ
、
自
分
に

合
っ
た
企
業
を
見
極
め
ま

し
ょ
う
。
そ
の
う
え
で
、
自

己
Ｐ
Ｒ
や
志
望
動
機
を
整
理

し
、
自
分
ら
し
さ
が
伝
わ
る

エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト
を
準
備

し
て
く
だ
さ
い
。
面
接
練
習

も
早
め
に
行
い
、
自
信
を
持
っ

て
話
せ
る
よ
う
備
え
て
お
き

ま
し
ょ
う
。
本
学
の
キ
ャ
リ

ア
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
来

訪
企
業
や
面
談
記
録
を
ミ
ナ

ト
コ
ム
（
Ｗ
ｅ
ｂ
ポ
ー
タ
ル

サ
イ
ト
）
で
閲
覧
で
き
ま
す
。

業
種
検
索
や
企
業
比
較
に
活

用
し
、
企
業
研
究
を
深
め
て

く
だ
さ
い
。

　

採
用
活
動
を
継
続
す
る
企

業
も
多
く
あ
り
ま
す
。
焦
ら

ず
、
自
分
に
合
っ
た
進
路
を

探
し
続
け
ま
し
ょ
う
。
相
談

が
あ
れ
ば
、
い
つ
で
も
キ
ャ

リ
ア
支
援
セ
ン
タ
ー
へ
お
越

し
く
だ
さ
い
。
皆
さ
ん
の
就

職
活
動
を
全
力
で
サ
ポ
ー
ト

し
ま
す
。

　

２
０
２
８
年
３
月
卒
業
予

定
の
皆
さ
ん
、
就
職
活
動
に

向
け
た
準
備
は
す
で
に
始

ま
っ
て
い
ま
す
。「
ま
だ
早
い
」

と
感
じ
る
方
も
い
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
が
、
早
め
に
情
報

を
集
め
、
行
動
を
起
こ
す
こ

と
が
、
将
来
の
選
択
肢
を
広

げ
る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

添
付
の
円
グ
ラ
フ
「
決
定

就
職
先
の
内
定
（
内
々
定
）

取
得
時
期
（
２
０
２
６
年
３

月
卒
業
生
ア
ン
ケ
ー
ト
よ

り
）」
を
見
る
と
、
２
０
２
６

年
３
月
卒
業
生
で
は
、
３
年

生
の
う
ち
に
内
々
定
を
取
得

し
た
学
生
が
24
％
と
な
っ
て

い
ま
す
。
民
間
企
業
を
中
心

に
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
や

早
期
選
考
を
通
じ
た
採
用
活

動
が
進
ん
で
い
る
こ
と
が
分

か
り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
は
、
自
己
分
析

を
通
し
て
自
分
の
強
み
や
価

値
観
を
整
理
し
、
業
界
研
究
・

企
業
研
究
を
進
め
る
こ
と
が

大
切
で
す
。
企
業
の
ビ
ジ
ョ

ン
や
社
風
、
求
め
る
人
材
像

を
確
認
し
、
説
明
会

や
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
に
も
積
極
的
に
参

加
し
ま
し
ょ
う
。
公

務
員
を
志
望
す
る
方

も
、
筆
記
試
験
や
適

性
試
験
、
面
接
に
向

け
て
早
め
に
準
備
を

始
め
る
こ
と
が
重
要

で
す
。

　

就
職
活
動
は
、
自

分
自
身
を
見
つ
め
直

し
、
将
来
の
可
能
性

を
広
げ
る
大
切
な
機

会
で
す
。本
学
の
キ
ャ

リ
ア
支
援
セ
ン
タ
ー

で
は
、
個
別
相
談
や

面
接
練
習
、
エ
ン
ト

リ
ー
シ
ー
ト
の
添
削
な
ど
を

行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
ミ

ナ
ト
コ
ム
（
Ｗ
ｅ
ｂ
ポ
ー
タ

ル
サ
イ
ト
）
で
は
、
来
訪
企

業
や
面
談
記
録
を
閲
覧
で
き

ま
す
。
早
め
の
準
備
を
大
切

に
し
な
が
ら
、
自
分
ら
し
い

進
路
に
つ
い
て
考
え
、
具
体

的
な
行
動
へ
と
つ
な
げ
て
い

き
ま
し
ょ
う
。

　

７
月
１
日
・
３
日
に
、
キ
ャ

リ
ア
支
援
セ
ン
タ
ー
と
学
生

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
室
と
の
合

同
イ
ベ
ン
ト
「
こ
れ
か
ら
の

就
活
を
考
え
る
」
セ
ミ
ナ
ー

を
開
催
し
ま
し
た
。

　

本
セ
ミ
ナ
ー
は
、
就
職
活

動
を
継
続
し
て
い
る
４
年
生

を
対
象
に
、
現
在
の
状
況
を

整
理
し
、
次
の
行
動
に
つ
な

げ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
実

施
し
た
も
の
で
す
。
当
日
は
、

就
職
活
動
の
進
め
方
の
確
認

や
、
不
安
・
緊
張
と
の
向
き

合
い
方
に
つ
い
て
説
明
し
た

後
、
個
人
ワ
ー
ク
を
通
し
て

自
身
の
状
況
を
振
り
返
り
ま

し
た
。

　

参
加
し
た
学
生
に
と
っ
て
、

こ
れ
ま
で
の
就
職
活
動
を
整

理
し
な
が
ら
、
今
後
取
り
組

む
べ
き
こ
と
や
相
談
で
き
る

窓
口
に
つ
い
て
考
え
る
機
会

と
な
り
ま
し
た
。
選
考
や
面

接
へ
の
不
安
、
周
囲
と
比
べ

て
し
ま
う
焦
り
な
ど
を
一
人

で
抱
え
込
ま
ず
、
次
の
一
歩

を
考
え
る
き
っ
か
け
に
も
な

り
ま
し
た
。

　

今
後
は
就
職
活
動
の
早
期

化
を
踏
ま
え
、
３
年
生
を
対

象
と
し
た
セ
ミ
ナ
ー
や
支
援

企
画
を
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

学
年
や
時
期
に
応
じ
た
取
り

組
み
を
通
し
て
、
学
生
が
自

身
の
進
路
に
つ
い
て
考
え
、

次
の
行
動
に
つ
な
げ
る
機
会

を
継
続
的
に
設
け
て
い
き
ま

す
。

キャリア支援センター就活情報

４
年
生

就
活
情
報

３
年
生

こ
れ
か
ら
の
就
活

セ
ミ
ナ
ー
開
催
報
告

「
こ
れ
か
ら
の

  

就
活
を
考
え
る
」

決定就職先の内定（内々定）取得時期
（2026年３月卒業生アンケートより）

４年生８月
17%

３年生
24%

４年生５月
12%

４年生６月
10%

４年生 7月
9%

４年生 4月
8%

４年生 10 月
7%

４年生 11月　2%
４年生９月　5%

４年生 12 月以降　6%

就活セミナーの様子

　

ミ
ニ
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

は
道
内
６
都
市
に
て
、
日
ご

ろ
の
疑
問
・
質
問
を
解
消
し
て

い
た
だ
く
も
の
と
し
て
実
施
す

る
大
学
所
在
地
の
札
幌
以
外
で

行
う
本
学
単
独
の
イ
ベ
ン
ト
で

す
。
今
年
度
も
６
都
市
で
開
催

い
た
し
ま
し
た
。

　

内
容
と
い
た
し
ま
し
て
は
、

「
大
学
／
保
護
者
向
け
説
明
会
、

在
学
生
オ
ン
ラ
イ
ン
Ｔ
Ａ
Ｌ
Ｋ

Ｌ
Ｉ
Ｖ
Ｅ
、
入
試
制
度
説
明
会

の
ほ
か
、
パ
ネ
ル
展
示
、
個
別

相
談
・
資
料
配
布
」
で
し
た
。

こ
ち
ら
も
多
く
の
皆
さ
ま
に
ご

来
場
い
た
だ
き
ま
し
た
。

【
開
催
会
場
】

６
月
６
日
（
土
）
北
見
／
北
見

市
民
会
館
、
釧
路

／
釧
路
市
観
光
国

際
交
流
セ
ン
タ
ー
、

６
月
７
日
（
日
）

旭
川
／
旭
川
北
洋

ビ
ル
、
帯
広
／
と

か
ち
館
、
６
月
13

日
（
土
）
函
館
／

亀
田
交
流
プ
ラ
ザ
、

６
月
14
日
（
日
）

室
蘭
／
室
蘭
市
生

涯
学
習
セ
ン
タ
ー
・

き
ら
ん

　

今
年
の
開
催
も
年
４
回
計
５

日
間
の
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ

ス
の
開
催
を
計
画
し
て
お
り
ま

す
。
そ
の
第
１
回
目
と
な
る
イ

ベ
ン
ト
を
６
月

21
日
（
日
）
に

豊
平
キ
ャ
ン
パ

ス
と
山
鼻
キ
ャ

ン
パ
ス
で
実
施

し
ま
し
た
。
各

会
場
と
も
、
た

く
さ
ん
の
皆
さ

ま
に
ご
参
加
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

文
系
学
部（
経
済
・
経
営
・
法
・

人
文
の
４
つ
の
学
部
）
が
あ
る

豊
平
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
、「
オ
ー

プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
、
学
部
別

イ
ベ
ン
ト
、
入
試
説
明
会
、
保

護
者
向
け
説
明
会
、
在
学
生
イ

ベ
ン
ト
」
の
ほ
か
、
工
学
部
の

「
個
別
相
談
や
体
験
・
新
学
部

紹
介
ブ
ー
ス
」
も
設
け
ら
れ
ま

し
た
。そ
の
他
、「
学
内
ツ
ア
ー
、

サ
ー
ク
ル
イ
ベ
ン
ト
、
パ
ネ
ル

展
示
、
個
別
相
談
会
、
学
食
体

験
」
の
内
容
で
行
い
ま
し
た
。

　

理
系
学
部
（
工
学
部
）
の
あ

る
山
鼻
キ
ャ
ン
パ
ス
に
お
い
て

は
、「
学
科
合
同
説
明
会
、
学

科
別
の
イ
ベ
ン
ト
・
シ
ョ
ー

ル
ー
ム
」
の
ほ
か
、「
相
談
ブ
ー

ス
、
入
試
説
明
会
、
学
食
体
験
」

を
実
施
、「
２
０
２
８
年
度
新

学
部
構
想
紹
介
ブ
ー
ス
」
も
設

置
い
た
し
ま
し
た
。
当
日
は
、

山
鼻
キ
ャ
ン
パ
ス
と
豊
平
キ
ャ

ン
パ
ス
間
に
は
無
料
シ
ャ
ト
ル

バ
ス
が
運

行
い
た
し

ま
し
た
。

　

今
後
は
、

９
月

27

日
（
日
）、

２
０
２
７

年
３
月
14

日
（
日
）

に
行
う
予

定
で
す
。

オープニングイベントの様子（豊平）

６
月
の
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス学内ツアー（豊平）の様子

工学部体験イベント（山鼻）の様子

ミ
ニ
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
十
月
祭
・
工
学
祭

（予告）

パネル展示の様子

　

今
年
も
10
月
11
日
（
日
）・
12
日
（
月
）
の
両

日
に
渡
り
、
豊
平
キ
ャ
ン
パ
ス
で
十
月
祭
が
開
催

さ
れ
ま
す
。
教
室
企
画
や
ス
テ
ー
ジ
企
画
、
露
店

な
ど
魅
力
的
な
催
し
が
盛
り
沢
山
で
、
毎
年
大
人

気
な
お
化
け
屋
敷
や
新
た
な
企
画
も
多
数
出
展
予

定
で
す
。
体
育
館
は
改
装
中
の
た
め
使
用
で
き
ま

せ
ん
が
、
こ
れ
ま
で
企
画
に
使
わ
れ
て
い
な
か
っ

た
６
・
７
号
館
で
も
催
し
が
行
わ
れ
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
お
楽
し
み
に
！　

ま
た
、
毎
年
恒
例
の
芸
能

人
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
も
開
催
さ
れ
ま
す
。
昨
年
は
俳

優
の
窪
塚
愛
琉
さ
ん
が
出
演
さ
れ
ま
し
た
が
、
今

年
は
ど
な
た
が
来
て
く
だ
さ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　

さ
ら
に
、
10
月
10
日
（
土
）
に
山
鼻
キ
ャ
ン

パ
ス
で
は
工
学
祭
を
開
催
し
ま
す
！　

飲
食
の

提
供
も
あ
り
、
お
酒
が
楽
し
め
る
北
海
学
園
唯
一

の
学
園
祭
で
す
。
各
二
次
元
バ
ー
コ
ー
ド
か
ら
、

Instagram

の
十
月
祭
・
工
学
祭
ア
カ
ウ
ン
ト

を
ぜ
ひ
フ
ォ
ロ
ー
し
、
企
画
や
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
な

ど
の
最
新
情
報
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
く
だ
さ
い
。
ご

来
場
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
！

十月祭の
Instagram

工学祭の
Instagram

▽
５
月
22
日  

ア
マ
ゾ
ン
ジ
ャ
パ
ン
合
同

会
社Amazon

ビ
ジ
ネ
ス
事
業
本
部
パ

ブ
リ
ッ
ク
セ
ク
タ
ー
営
業
本
部
長
深
津

晋
一
郎
氏
、
文
教
営
業
部
長
林
美
津
子

氏
、
菅
谷
紡
夢
氏

▽
６
月
９
日  

韓
国
・
東
北
ア
ジ
ア
歴
史
財
団

獨
島
室
長
洪
聖
根
氏
、
石
珠
熙
氏
、
高
麗
大

学
金
承
賢
氏
、
国
民
大
学
校
教
授
朴
昶
建

氏
、
島
根
県
立
大
学
教
授
福
原
裕
二
氏

▽
６
月
12
日  

株
式
会
社
紀
伊
國
屋
書
店

北
海
道
・
東
北
営
業
本
部
長
柴
康
明
氏
、

北
海
道
営
業
部
長
八
木
下
明
拡
氏
、
佐
藤

宏
典
氏
、
池
内
情
氏

▽
６
月
22
日  

文
部
科
学
省
高
等
教
育
局

専
門
教
育
課
専
門
職
大
学
院
室
長
補
佐

三
田
洋
介
氏
、
ス
ポ
ー
ツ
庁
次
長
浅
野

敦
行
氏
、
法
務
省
特
別
顧
問
井
上
正
仁

氏
、
文
部
科
学
省
高
等
教
育
局
専
門
教

育
課
専
門
職
大
学
院
室
法
科
大
学
院
係
長

三
木
大
輔
氏
、
人
文
・
社
会
科
学
教
育
係

栗
原
ま
い
氏

▽
７
月
10
日  

釧
路
町
長
小
松
茂
氏
、
総

合
政
策
課
長
大
河
原
教
行
氏

▽
７
月
21
日  

日
本
語
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

「
窓
」
代
表
三
浦
正
博
氏
、
他
３
名

北
海
学
園
大
学
同
窓
会『
豊
平
会
報
』

北
海
学
園
大
学
同
窓

会
で
発
行
し
て
い

る
『
豊
平
会
報
』
を

下
記
の
二
次
元
バ
ー

コ
ー
ド
よ
り
ご
覧
い

た
だ
け
ま
す
。


